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今
年
も
上
位
を
め
ざ
す

　

監
督
と
し
て
３
度
目
の
徳
島
駅
伝

に
臨
む
森
監
督
に
、
意
気
込
み
を
伺

い
ま
し
た
。

　
「
監
督
と
な
っ
て
集
大
成
の
年
。

合
宿
を
行
う
な
ど
選
手
個
々
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
本
番
に
挑
み
ま

す
。
他
の
チ
ー
ム
も
強
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
負
け
ず
に
ゴ
ー
ル
ま
で
走

り
抜
き
ま
す
。
目
標
は
、
上
位
３
位

以
内
を
め
ざ
し
ま
す
。
３
日
間
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

中
学
生
総
合
と
女
子
総
合
で
は
昨

年
３
年
連
続
優
勝
す
る
な
ど
、
今
年

も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇

り
ま
す
。
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
ド

ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
か
。
１
月
４
日

午
前
７
時
30
分
、
戦
い
の
火
蓋
が
切

ら
れ
ま
す
。 がんばれ！阿南市チーム

新春の阿波路を駆け抜けろ

温かいご声援、よろしくお願いします！

１月４日に徳島駅伝が開幕します。昨年は３位と健闘
した阿南市チーム。今年も上位入賞をめざし、チーム
一丸となって練習に取り組んでいます。スタートライ
ンに立つ監督や選手の皆さんを紹介します。

全力応援　第63回徳島駅伝大会

初めての徳島駅伝
とても楽しみ
西内心瑠

自覚と責任を持って
仲間と全力を出し切る

津川翔貴

インタビュー　期待
のランナー2017

今年の目標を一言！

森監督が今年期待す
る７人の選手

にレースへの意気込
みを伺いまし

た。（敬称略）

自分の力を出し切り
精一杯がんばる

中西友輝
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▼阿南市チーム監督・選手
区　分 名　前 所属（学校名） 学年 出場

回数
監　督 森　　泰英 日亜化学工業株式会社 27

コーチ兼男子選手 湯口　武夫 阿波製紙株式会社 36
コーチ兼男子選手 福住　広憲 パナソニック 4
マネージャー兼女子選手 福良　郁美 大塚製薬株式会社 4
男子選手（主将） 山﨑　優希 日亜化学工業株式会社 11

男子選手

吉田　侑祐 日亜化学工業株式会社 17
結城　直哉 日亜化学工業株式会社 14
稲岡　哲平 日亜化学工業株式会社 11
南谷　　塁 四電エンジニアリング株式会社 13
國行　麗生 東海大学 3 6
吉成　椋介 城西大学 2 6
西條　功一 関西大学 2 7
新居　卓也 小松島西高等学校 3 5
前田　大悟 小松島西高等学校 3 4
中西　友輝 小松島西高等学校 3 初
久米　智宏 富岡西高等学校 2 3
松田　悠陸 富岡西高等学校 2 3
沖津　　力 小松島西高等学校 2 4
薄田　朋樹 つるぎ高等学校 1 2
松浦　賢奨 小松島高等学校 1 2
生田　琉海 阿南第二中学校 3 3
西内　界吏 阿南第二中学校 3 初
神野　　悠 伊島中学校 3 初
田中康四朗 羽ノ浦中学校 3 初
津川　翔貴 羽ノ浦中学校 3 初
梅本　　翼 那賀川中学校 2 初
小出　橘平 那賀川中学校 2 初
山本　健介 阿南第二中学校 1 初

女子選手

川口　優香 鳴門高等学校 3 6
藤江　晴香 富岡東高等学校 2 3
戸川ひろの 富岡東高等学校 2 初
小林　璃々 羽ノ浦中学校 3 3
古山　育弥 羽ノ浦中学校 3 2
平野　有沙 那賀川中学校 2 初
西内　心瑠 阿南第二中学校 1 初
中山　花楓 羽ノ浦中学校 1 初

男子選手（小学生） 米﨑　陽海 富岡小学校 6 初
児島雄一郎 羽ノ浦小学校 6 初

女子選手（小学生） 治尾優衣奈 羽ノ浦小学校 6 初

▼コース紹介
４日　宍喰橋～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔17区間〕104.0㎞

５日　鷲の門前～池田駅前
　　　〔15区間〕  88.8㎞

６日　池田駅前～幸町新聞放送会館別館前
　　　〔11区間〕  72.5㎞

合計　〔43区間〕265.3㎞

▼阿南市内通過予定時刻
４日
11:45　徳島新聞社那賀支局前
　　　　　　　↓　11区（9.7㎞）

12:15　山口小学校前
　　　　　　　↓　12区（10.7㎞）

12:49　徳島新聞社阿南支局前　
　　　　　　　↓　13区（7.2㎞）

13:11　ローソン羽ノ浦中庄店前
　　　　　　　↓　14区（7.3㎞）

13:32　ケアハウス　健祥会アムス
（旧市営芝生川橋バス停）前

全力応援　第63回徳島駅伝　がんばれ！阿南市チーム

自分のできる
最高の走りをしたい

神野　悠

初めての参加
一生懸命がんばる！

山本健介
選ばれてうれしい
しっかり練習する

小出橘平

※上記の時刻は先頭チームの通過時刻を想定
しています。

一生懸命
がんばります！
西内界吏
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秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章馬原 文彦さん

新野町（75歳）

　

馬
原
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
に
馬

原
医
院
を
開
業
以
来
、
地
域
医
療

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
59
年
に
は
日
本
紅
斑
熱
を
発

見
し
、
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞

を
受
賞
。
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

の
感
染
症
研
究
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
徳
島

県
医
師
会
常
任
理
事
や
阿
南
市
学

校
医
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章滝　健次さん

那賀川町（67歳）

　

滝
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
４
月
か

ら
、
徳
島
赤
十
字
病
院
等
に
お
い

て
診
療
放
射
線
技
師
長
な
ど
を
歴

任
し
、
卓
越
し
た
医
療
技
術
を
も

っ
て
県
民
の
健
康
保
持
と
地
域
医

療
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
徳
島
県
診
療
放
射
線

技
師
会
に
お
い
て
、
県
下
の
診
療

放
射
線
技
師
の
資
質
向
上
と
技
術

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章渡川 晃弘さん

宝田町（76歳）

　

渡
川
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月

か
ら
長
き
に
わ
た
り
四
国
旅
客
鉄

道
の
信
号
通
信
指
令
長
、
徳
島
電

気
区
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
電
気
関

係
業
務
に
従
事
し
、
鉄
道
の
安
全

安
定
輸
送
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
徳
島
地
区
の
自
動
進
路
制

御
装
置
や
佐
古
駅
高
架
化
に
伴
う

電
気
設
備
工
事
な
ど
、
鉄
道
電
気

設
備
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
褒
章

藍

綬

褒

章古山才太郎さん
上中町（77歳）

　

古
山
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
25
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
会
社
経
営

の
傍
ら
、
熱
い
心
で
多
く
の
若
者

の
更
生
を
助
け
て
き
ま
し
た
。
警

察
友
の
会
の
活
動
で
、
警
察
と
の

連
携
に
も
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
区
保
護
司
会
の
事
務
局
長

を
長
年
務
め
ら
れ
、同
会
の
運
営
、

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章鎌田 美信さん

桑野町（69歳）

　

鎌
田
さ
ん
は
、昭
和
40
年
３
月
、

阿
南
市
消
防
署
設
置
時
に
市
消
防

吏
員
と
し
て
拝
命
さ
れ
て
以
来
、

約
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ
く
、

火
災
や
救
急
、
風
水
害
等
の
消
防

活
動
一
筋
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
備
消
防
の
広
域
化
や
消

防
力
の
拡
充
に
も
献
身
的
に
取
り

組
ま
れ
た
ほ
か
、
消
防
職
員
育
成

の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

谷
本 

敏
雄
さ
ん

　

見
能
林
町
（
71
歳
）

　

谷
本
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
４
月

に
徳
島
県
警
察
官
を
拝
命
し
、
以

来
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
警

察
職
務
に
精
励
し
、
警
察
各
般
に

お
い
て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る

な
ど
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
刑
事
警
察
部
門
に
お
い
て

活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章松浦 一夫さん

羽ノ浦町（67歳）

　

松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
３
月

に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以

来
、
約
35
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

常
に
責
任
感
を
も
っ
て
積
極
的
に

職
務
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
小
松
島
航
空
隊
に
お
い

て
、
航
空
機
搭
乗
員
と
し
て
、
阪

神
淡
路
大
震
災
等
の
災
害
派
遣
お

よ
び
被
災
し
た
船
舶
等
か
ら
の
人

員
救
助
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

（
11
月
30
日
発
表
分
ま
で
、
掲
載
の
ご
了
解
が
得
ら
れ
た
方
を
発
表
順
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
一
部
敬
称
略
）

長
年
の
功
績

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章長谷川勇平さん

福井町（88歳）

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
４

月
か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教

諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
39
年

の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充

実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
出

合
い
を
大
切
に
、
情
熱
を
も
っ
て

教
育
に
あ
た
り
数
多
く
の
業
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
阿

南
市
同
和
教
育
協
議
会
福
井
支
部

長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
社
会
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
永 

照
美
さ
ん

　

長
生
町
（
88
歳
）

　

富
永
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教

諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、
41
年

の
長
き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充

実
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
特
に
音

楽
教
育
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
は
、
豊
か
な
経
験

と
人
望
を
生
か
し
、
阿
南
市
教
育

研
究
所
所
長
と
し
て
、
市
の
教
育

振
興
に
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。

南谷 隆夫さん
新野町（88歳）

　

南
谷
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
４
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
中
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
行
動
力
と
教
育
に
対
す
る
強

い
情
熱
を
も
っ
て
、
40
年
の
長
き

に
わ
た
り
学
校
教
育
の
発
展
と
充

実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

退
職
後
は
、
豊
か
な
経
験
と
人
望

を
生
か
し
、
積
極
的
に
世
話
役
を

引
き
受
け
る
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
臣
表
彰

経
済
産
業
大
臣
表
彰

好
川　
博
さ
ん内

原
町
（
68
歳
）

　

好
川
さ
ん
は
、
約
53
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
電
気
工
事
業
者
と
し

て
電
気
保
安
の
確
保
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
電
気
設
備
の
保
守
お
よ

び
管
理
体
制
を
徹
底
し
、
危
険
や

障
害
の
発
生
防
止
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
安
定
し
た
電
力
供

給
の
た
め
、
設
備
の
安
全
性
や
技

術
力
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

熊
澤　
勝
さ
ん羽

ノ
浦
町
（
68
歳
）

　

熊
澤
さ
ん
は
、
薬
局
を
経
営
さ

れ
る
傍
ら
、
昭
和
58
年
６
月
か
ら

現
在
に
い
た
る
ま
で
、
徳
島
県
薬

剤
師
会
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、

組
織
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
学
校
薬
剤
師
と

し
て
薬
物
乱
用
防
止
活
動
に
取
り

組
ま
れ
る
な
ど
、
学
校
環
境
衛
生

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰

萩
野 
敏
則
さ
ん横

見
町
（
69
歳
）

　

萩
野
さ
ん
は
、
平
成
８
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保
護
活
動

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
南
市

農
業
委
員
会
会
長
を
務
め
る
傍
ら
、

対
象
者
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
力

の
向
上
に
励
ま
れ
、
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
公
平
で
誠
実
な

指
導
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

織
原 

文
さ
ん

橘
町
（
67
歳
）

　

織
原
さ
ん
は
、
平
成
９
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保
護
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
常
に
穏
や
か
な
人

柄
で
、
公
平
か
つ
誠
実
な
指
導
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
地
区
保
護
司
会
会
長
、

県
保
護
司
会
連
合
会
常
務
理
事
と

し
て
、
会
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

尾
崎 

好
秋
さ
ん

下
大
野
町
（
60
歳
）

　

尾
崎
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
４
月

か
ら
徳
島
県
公
立
高
等
学
校
に
お

い
て
教
諭
、
教
頭
、
校
長
と
し
て
、

学
校
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
教

育
次
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
高
校

入
試
制
度
改
革
や
高
校
再
編
・
統

合
の
調
整
な
ど
、
教
育
の
活
性
化

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

■
農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

蔭
山
幸
吉
さ
ん
（
新
野
町
）

二
宮
秀
明
さ
ん
（
桑
野
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

■
薬
物
乱
用
防
止
功
労
者

柳
本
冨
佐
代
さ
ん
（
橘
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
薬
物
乱
用
防
止

啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
表
彰

警
察
部
外
功
労
者
表
彰

■
警
察
協
力
章

武
市
次
信
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

■
四
国
管
区
警
察
局
長
感
謝
状

島　

優
德
さ
ん
（
福
村
町
）

徳
島
県
知
事
表
彰

■
徳
島
県
卓
越
技
能
者

　
「
阿
波
の
名
工
」

三
原　

勇
さ
ん

■
薬
物
乱
用
防
止
功
労
者

徳
島
県
立
富
岡
西
高
等
学
校

■
と
く
し
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

桑
野
ふ
る
さ
と
研
究
会

岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊
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夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下４度以下になると、防寒のできていない水道管は凍ったり破裂し
たりします。「むき出しの水道管」「北向きにある水道管」「風がよく当たる水
道管」は早めに手当てしましょう。

水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）を閉めて水を止め、破裂した部
分に布やテープなどで応急手当てをして、市指定上下水道工事店協同組合（☎
22−7608）または市指定工事事業者に修理を依頼してください。

水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっくりとかけて溶かしてください。
熱湯をかけると破裂することがありますので、ご注意くだ
さい。

防寒の方法

▼保温材を巻きます。蛇口付近は破裂しやすいので、完全
に包んでください。

▼保温材には、毛布・布などを利用してください。また、
保温材がぬれないようビニールなどを巻いてください。

▼メーターボックスの中に毛布や布切れなどを入れて、ふ
たの上にダンボールを乗せるなどして保温してください。

問い合わせは　水道部工務課（☎22−3295）へ

水道管の冬支度を！

給
水
管

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

保
温
材

布
や
保
温
材
を
２
㎝
く
ら

い
の
厚
さ
に
巻
き
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て
水
ぬ

れ
を
防
ぐ

あなたの身近な相談窓口とし
て、日常生活上の心配ごと、悩
みごとに応じます。
相談員が問題解決のお手伝いを
します。
秘密厳守です。お気軽にご相談
ください。
結婚相談も行っています。

相談日　毎週月曜日
　　　　10:00～15:00
場　所　社会福祉協議会

※国民の祝日、振替休日および
年末年始は実施していません。

問い合わせは　社会福祉協議会
（☎23 −7288）へ

阿南市社会福祉協議会
心配ごと相談所

社
会
福
祉
に
尽
力

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

櫛
谷
明
美
（
見
能
林
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

尾
崎
範
子
（
下
大
野
町
）

高
島
朋
子
（
宝
田
町
）

■
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

井
村
玉
惠
（
椿
町
）

栗
本
治
郎
（
長
生
町
）

近
藤
良
行
（
富
岡
町
）

谷
口
啓
子
（
吉
井
町
）

羽
鳥
正
寛
（
羽
ノ
浦
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

青
木
吏
佳
（
向
原
町
）

小
川
和
子
（
宝
田
町
）

表
原
亜
希
子
（
畭
町
）

高
鶴
直
美
（
福
井
町
）

坂
本
寿
美
子
（
那
賀
川
町
）

田
中
敬
子
（
長
生
町
）

谷
崎
京
子
（
羽
ノ
浦
町
）

土
居
裕
子
（
横
見
町
）

松
村
志
乃
（
宝
田
町
）

光
山
恵
美

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

す
ず
ら
ん
の
会
（
羽
ノ
浦
町
）

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
45
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
18
日
、
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
折
野
茂
幸

【
議
長
賞
】
新
居
洋
子

【
教
育
長
賞
】
若
井
澄
江

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】
谷　

尚
武

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
江
口
用
子

【
議
長
賞
】
吉
岡
厚
子

【
教
育
長
賞
】
染
田
節
子

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
谷
﨑
泰
司

【
議
長
賞
】
計
盛
眞
一
朗

【
教
育
長
賞
】
江
口
ひ
ろ
え

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
松
田
秀
子

【
議
長
賞
】
甘
利
伸
江

【
教
育
長
賞
】
計
盛
寿
美

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
嵯
峨
御
流

【
議
長
賞
】
未
生
流
笹
岡

【
教
育
長
賞
】
小
原
流

■
寒
蘭
展
の
部

【
市
長
賞
】
武
田
水
保

【
議
長
賞
】
武
田
水
保

【
教
育
長
賞
】
喜
多
條
隆
治

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
谷
中
紫
扇

【
議
長
賞
】
濱
田
百
合
子

【
教
育
長
賞
】
小
西
晴
美

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
西
崎
ま
き
子

【
議
長
賞
】
松
島
博
子

【
教
育
長
賞
】
松
本
加
代
子

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
生
）

【
市
長
賞
】

　

阪
本
奏
一
郎
（
富
岡
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

原
田
明
依
（
津
乃
峰
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

中
西
瑚
珀
（
富
岡
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部（
５
、６
年
生
）

【
市
長
賞
】

　

鎌
田
智
江
（
桑
野
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

廣
浦
俊
介
（
橘
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

祖
父
江
結
子
（
富
岡
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】

山
下
乃
愛
、
澤
内
朋
史
（
富
岡

東
中
）

【
教
育
長
賞
】

久
米
田
員
男
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

木
下
莉
々
香
、
堀
淵　

凜
（
那

賀
川
中
）
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お
く
り
も
の

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

阿
南
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
か
ら「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」推

進
に
か
か
る
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
29
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、消
防
団
員
・

職
員
の
士
気
の
高
揚
と
、
職
務
の

重
要
性
を
再
確
認
し
、
防
災
へ
の

誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係
者
約

５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る

年
頭
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

今
回
は
、
更
新
さ
れ
た
新
型
車

両
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

消
防
団
員
・
職
員
の
さ
っ
そ
う
た

る
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－
３
７
９
６
）
へ

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
取
組
の

一
環
と
し
て
、本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
力

と
し
て
、
本
人
通
知
制
度
に
事
前

登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１

１
１
６
）
へ
▼
人
権
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女

参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）、

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
事
務
局

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
へ

人
権
教
育・啓
発
研
究

講
座（
冬
期
）受
講
生
募
集

日
時　
２
月
７
日
㈫
、
14
日
㈫
の

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
新
庁
舎
６
階

６
０
２
会
議
室

内
容　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る　

～
性
別
違
和
を
乗
り
越
え
て
～
」

講
師　
一
般
社
団
法
人
日
本
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
協
会 

代
表
理
事　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｄ　

Ｆ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ 

理
事
長　

清
水

展
人
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
27
日
㈮

申
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22

－

３
０
９
４
）へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

新
年
と
新
庁
舎
に
願
い
を
込
め
て 

～

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」。
こ
の
言
葉
の
出
典
は

中
国
明
代
の
馮ひ

ょ
う
お
う
き
ょ
う

應
京
の
「
月
令
広
義
」
が
有
力
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
文
献
の
早
い
も
の
で
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
風
来
山
人
の
「
風
流
志
道
軒
伝
」

に
、「
一
日
の
計

は
か
り
ご
とは
朝
に
あ
り
、
一
年
の
計
は
元
日

に
あ
り
」
を
古
人
の
詞こ

と
ば

と
し
て
引
用
し
て
い
ま
す
。

北
半
球
に
お
い
て
、
日
本
は
ロ
シ
ア
の
極
東
地
帯
に

次
い
で
初
日
の
出
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
の
日
の
出
は
、
世
界
を
未
踏
の
境
地
へ
進

め
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
今
月
就
任
す
る
ア
メ
リ
カ
新
大
統
領
の
動

向
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ジ
ョ
ー
カ
ー
だ
け
は

切
ら
な
い
よ
う
に
祈
り
た
い
も
の
で
す
。
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
発
見
し
た
の
は
、
１
４
９
２

年
。
そ
の
９
年
前
、
日
本
で
は
銀
閣
寺
が
完
成
し
て

い
ま
し
た
。
新
年
に
あ
た
り
、
長
い
歴
史

と
文
化
で
育
っ
た
私
た
ち
日
本
人
は
、
い

か
な
る
状
況
で
も
英
知
を
持
っ
て
、
泰
然

と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
３
月
に
は
待
望
久
し
い
新

庁
舎
が
、
全
面
的
に
落
成
い
た
し
ま
す
。

　

直
近
の
調
査
で
は
、
全
国
８
１
３
の
特

別
区
、
市
の
本
庁
舎
の
う
ち
、
約
３
割
強

が
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
の
熊
本

地
震
で
は
、
宇
土
市
や
八
代
市
な
ど
の
庁
舎
が
損
壊

し
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
行
政
機
能
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
特
に
築
51
年
の
宇
土

市
役
所
は
、
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
ま

し
た
。
役
場
の
機
能
が
止
ま
る
と
、
災
害
対
策
本
部

や
復
旧
復
興
の
司
令
塔
が
な
く
、
被
災
者
が
支
援
を

受
け
る
際
に
必
要
な
罹り

災さ
い

証
明
書
の
発
行
に
大
き
な

混
乱
が
起
き
ま
し
た
。

　

今
度
の
阿
南
市
役
所
新
庁
舎
は
、
市
民
を
守
る
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

①
建
物
本
体
に
地
震
動
の
入
力
を
抑
え
る
強
力
な
免

震
構
造
を
採
用

②
１
５
０
０
本
の
地
盤
改
良
砂
杭
打
設
に
よ
る
液
状

化
対
策

③
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
採
用
に
よ
り
、
３
日
間
、
通

常
業
務
が
可
能

④
津
波
対
策
と
し
て
、
各
玄
関
口
に
防
潮
扉
を
設
置

⑤
低
層
棟
吹
抜
け
空
間
の
一
階
フ
ロ
ア
を
一
時
避
難

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
市
民
に
開
放
な
ど

　

大
規
模
災
害
時
で
も
業
務
が
続
け
ら
れ
、
市
民
を

災
害
か
ら
守
る
強
力
な
砦と

り
で

と
な
り
ま
す
。

　

市
民
に
愛
さ
れ
、
市
民
を
守
る
、
新
庁
舎
の
完
成

を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

新庁舎完成予想図

旧庁舎

初代庁舎
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募集内容　平成29年度に市役所および関係機関にお
いて、臨時的に勤務する職員

応募資格　昭和32年４月２日から平成11年４月１日
までに生まれた方で、パソコンの基本操作
（文書作成・表計算等）ができる方

賃金　日額6,800円
申込方法　人事課備え付けの「申込用紙」に必要事項

を記入のうえ、人事課へ申し込んでくださ
い。「申込用紙」は、１月10日㈫以降に
お渡しします。

申込期間　１月10日㈫～19日㈭の8:30～17:15
（土、日曜日等、閉庁日は除く）

試験内容　筆記試験および小作文試験
試験日　２月５日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

一般事務（臨時的任用職員）

募集内容　平成29年度に市内の学校給食施設および
学校給食センターにおいて、臨時的に勤務
する給食調理員

応募資格　昭和30年４月２日から平成11年４月１日
までに生まれた方

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成28年度採用実績：45人
賃金　日額6,800円
申込方法　教育委員会総務課備え付けの「申込用紙」

に必要事項を記入のうえ、教育委員会総務
課へ申し込んでください。「申込用紙」は、
１月４日㈬以降にお渡しします。

申込期間　１月４日㈬～13日㈮の8:30～17:15
（土、日曜日等、閉庁日は除く）

試験内容　面接試験　試験日　１月 22 日㈰
問 教育委員会総務課（☎22−3299）へ

学校給食調理（臨時的任用職員）
募集内容　平成29年度に市立保育所において、臨時

的に勤務する職員
応募資格　昭和30年４月２日から平成11年４月１日

までに生まれた方
採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。

平成28年度採用実績：45人
賃金　日額6,800円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆、写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月４日㈬～13日㈮の8:30～17:15
（土、日曜日等、閉庁日は除く）

試験内容　面接試験
試験日　１月22日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

保育所給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　平成29年度に要介護認定申請者宅等を訪
問し、心身の状況を調査する嘱託職員

応募資格　看護師または介護支援専門員の資格を有し、
普通自動車運転免許を有する方

採用予定人員　６人
報酬　月額18万3,000円
申込方法　自筆履歴書に看護師免許証または介護支援

専門員証および普通自動車運転免許証の写
しを添えて介護・ながいき課へ提出してく
ださい。

申込期間　１月10日㈫～27日㈮の8:30～17:15
（土、日曜日等、閉庁日は除く）

試験内容　面接試験
試験日　２月５日㈰
問 介護・ながいき課（☎24−8007）へ

介護保険認定調査員（嘱託職員）
募集内容　平成29年度に市内の幼稚園・小学校・中

学校等において、臨時的に勤務する学校用
務員

応募資格　昭和30年４月２日から平成11年４月１日
までに生まれた方

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成28年度採用実績：19人
賃金　日額6,800円
申込方法　教育委員会総務課備え付けの「申込用紙」

に必要事項を記入のうえ、教育委員会総務
課へ申し込んでください。「申込用紙」
は、１月24日㈫以降にお渡しします。

申込期間　１月24日㈫～２月２日㈭の8:30～17:15
（土、日曜日等、閉庁日は除く）

試験内容　面接試験　試験日　２月12日㈰
問 教育委員会総務課（☎22−3299）へ

学校用務（臨時的任用職員）

臨時的任用職員・
嘱託職員等を
募集します

提出書類に記載された個人情報等は、
目的以外には使用しません。
勤務条件等くわしくは担当課までお問
い合わせください。
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平
成
28
年
阿
南
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
１
日
に
開
会
し
、
正

副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、
特
別
委

員
会
委
員
な
ど
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
阿
南
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議長（第53代）
星加 美保さん
（67歳・羽ノ浦町）

副議長（第57代）
住友 進一さん
（61歳・那賀川町）

阿
南
市
議
会　
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

本市では、人口減少や少子高齢化が進行する中、限られた財源の範囲で
建物、道路・橋りょうといった公共施設等を長期的な視点をもって計画
的に管理していくことが必要となっています。
募集期間　１月26日㈭まで
公表資料　阿南市公共施設等総合管理計画（素案）
公表場所　市ホームページ、各支所、各住民センター・連絡所および管

財課（本庁舎４階）
意見を提出できる方

・市内に在住、在勤または在学の方　・市内に事務所または事業所を
有する方　・市に納税義務を有する方

提出方法　公表場所に備え付けの記入用紙（任意の様式も可）にご意見、
氏名、住所、電話番号等を記入のうえ、管財課に提出してください。
郵送または電子メールでも受け付けます。

　なお、電話や口頭での受付はしませんのでご注意ください。
意見の公表　提出されたご意見は、その内容（個人情報は除く）を整理

して公表します。ご意見に対しての個別回答はいたしませんのでご了
承ください。

問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　管財課
（☎22−3804）へ　e-mail :kanri@city.anan.tokushima.jp

公共施設等総合管理計画（素案）についての
パブリックコメント（意見公募）を実施します

競
争
入
札
の
審
査
申
請

建
設
工
事
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
受
付
方
法
等
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
・
30
年
度
分
よ
り
徳
島

県
と
の
共
同
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

共
同
受
付
期
間　
1
月
16
日
㈪
～

26
日
㈭
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）

提
出
書
類
等　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
徳
島
県
電
子
入
札
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請（
追
加
申
請
等
）

の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
に
市
が
発
注
す
る

物
品
購
入
等
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、｢

指

名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
中
に
申
請

さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
１
月
11
日
㈬
～
２
月

10
日
㈮
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

物
品
購
入
等
の
種
類　
備
品
、
消

耗
品
類
お
よ
び
原
材
料
品
（
工
事

用
原
材
料
を
含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

65歳以上の運転免許の自主返納者に路線バス運賃の「半額割引」が適用されます。

高齢者の交通事故防止や運転免許返納後における移動手段の確保および路線バスの利用促進を図るため、運転免許証
の自主返納者に対して、徳島バスグループなどが運行する路線バスの運賃割引制度が開始されることとなりました。

【運賃割引内容等】
対象バス会社および路線　徳島バス（徳島市、鳴門市および小松島市委託路線等を含む）、四国交通、徳島バス阿南、

徳島バス南部、徳島市営バス（徳島市交通局）、鳴門市地域バスが運行する全路線
※高速バス路線は割引対象外です。

対象者　下記①②のいずれの要件も満たした人
①年齢 65 歳以上
②運転免許証を自主返納し、「運転経歴証明書」の交付を受けた人
※「免許証自主返納制度」「運転経歴証明書」については、徳島県運転免許センター（☎088−699−

0110）にお問い合わせください。
割引内容　現金または回数券利用者に対し、「普通運賃の半額」を適用　※定期券は割引対象外です。
割引方法　バス降車時に「運転経歴証明書」を乗務員に提示する。
割引開始日　１月１日㈷

【問い合わせは】定住促進課（☎22−7404）へ　　　
※各バス会社の詳細な「割引内容」等については、各バス会社にお問い合わせください。

運転免許返納後の路線バス運賃割引制度が始まりました
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公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１

年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が
１

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に

は
、
日
本
年
金
機
構
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５
）
ま
た
は
徳
島
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
に
お
い
て
源
泉
徴
収

票
の
再
交
付
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

牛
岐
城
趾
公
園
管
理
棟

電
話
番
号
の
変
更

　

次
の
と
お
り
、
牛
岐
城
趾
公
園

管
理
棟
の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま

す
。

電
話
番
号

（
変
更
前
）
24

－

９
０
０
２

（
変
更
後
）
22

－

１
６
８
７

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号（
22

－

１
６
８
７
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
日　
平
成
29
年
１
月
１
日

※
平
成
28
年
12
月
29
日
㈭
～
１
月

３
日
㈫
の
間
、休
業
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

公
園
緑
地
課

（
☎
22

－
９
２
９
３
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
の

交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
証
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認
の

た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付　
１
月
６
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

　

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。「
１
１
０
番
」
は
、
事
件

や
事
故
な
ど
、
１
分
１
秒
を
争
う

緊
急
事
態
を
通
報
す
る
た
め
の
電

話
で
す
。
本
当
に
必
要
な
人
が
必

要
な
と
き
に
１
１
０
番
回
線
が
ふ

さ
が
り
、
警
察
へ
の
通
報
が
遅
れ

て
し
ま
っ
て
は
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
１
１
０
番
」

は
、
正
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

警
察
へ
の
相
談
等
急
が
な
い
内

容
な
ど
は
警
察
相
談
電
話
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
☎
♯
９
１
１
０
、
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
☎
０
８
８

－

６
５
３

－

９
１
１
０
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

195件（2,299）
0人（    3）
22人（312）

救急 件　数
搬送人員

302件（3,232）
289人（3,118）

火災 件　数
損害額

1件（  40）
0千円（28,477千円）

●阿南署管内平成28年11月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

入札日　１月26日㈭　
　▶受付・説明等　9:30～10:00
　▶入札　10:00～
入札場所　市役所　602会議室
売却土地

所在地　阿南市那賀川町大京原288
番２

地目　雑種地
地積　公簿263㎡　実測263.35㎡

※境界確定済み、「実測面積」「現状
有姿」による売却となります。

現地説明会　１月13日㈮　10:00～
※雨天実施。必ずご参加ください。
その他　入札参加希望者は、市ホーム

ページで確認のうえ、必ず事
前にお問い合わせください。

問い合わせは
　管財課（☎22−3804）へ

市有の土地を一般競争入札
により売却致します

将来のマネーライフのことで、どこに相談すればいいか
難しくて分からないなど心配を抱えている方、暮らしに
役立つお金の話を専門家から学んでみませんか。
日程　第１回　２月８日㈬　10:00 ～ 11:30
　　　　　　　「やさしい年金と税金のお話」
　　　第２回　２月15日㈬　10:00～11:30
　　　　　　　「相続・贈与・財産管理のお話」
場所　ひまわり会館２階　21世紀室
募集人数　30人（男女不問）　参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、

１月27日㈮（当日消印有効）までに、電話、
ファクスまたははがきでお申し込みください。

※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　
〒774−8501　富岡町トノ町12番地３　
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

パートナーシップセミナー

「マネーライフプラン」参加者募集
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申込み・問い合わせは

阿南市商工観光労政課　宛て ☎22－3290　FAX22－0075
メールアドレス：shoukou@city.anan.tokushima.jp

※お寄せいただいた個人の情報は、本講座限りとします。

希望する
受講日時（第１希望）　　　　　（第２希望）

住　所

連絡先 －　　　　－

氏　名

本市では、就労機会の創出と女性の活躍推進に向けて、テレワークによるプロライター育成講座の実証
実験に取り組むことになりました。本講座を受講することで、プロとしての書き方の基本が学べ、新た
な収入が得られるチャンスが生まれます。この講座の最大の特徴は、受講料（32,400円）が別途必要
ですが、産経新聞社グループより同額相当分の仕事が発注されることにより、継続的な指導が行われて
おり、既に１次、２次受講者16人の方に仕事が発注されています。次の日程において第４次の説明会
を開催しますので、参加ご希望の方は下記までお申し込みください。

※各回とも10人程度の受講者を募集しています。集中した希望がありましたら、調整させ
ていただく場合があります。

※申込みは、説明会の２日前まで受け付けています。

プロライター育成講座 説明会の開催 4次募集のお知らせ

平成28年度　阿南市サテライトオフィス＆テレワーク実証実験事業

１月15日㈰   第１回　15:00～16:00
１月16日㈪　 第２回　10:00～11:00
 第３回　13:00～14:00
 第４回　15:00～16:00
１月28日㈯　 第５回　15:00～16:00
１月29日㈰ 第６回　10:00～11:00
 第７回　13:00～14:00

阿南市商工業振興センター１階（JR阿南駅東口側）

開催日時

開催場所

「野球のまち」を盛り上げるために結成している
チアリーディングチームの２期生を募集します。
応募資格　阿南市内に住む60歳以上の女性
応募方法　電話で下記までお申し込みください。

申込み・問い合わせは
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

日時　３月５日㈰　9:30開会式（10:00～順次スタート）
場所　スポーツ総合センター
コース　北ノ脇・淡島シーサイドコース

※家族の部のみタイムは計測しません。
※申込順に受け付けします。
参加資格　小学４年生以上（家族の部のみ 3 歳以上）
参加料　無料
申込方法　所定の申込用紙に記入のうえ、スポーツ振興課へお申し

込みください。
申込用紙配布場所　スポーツ振興課、スポーツ総合センター、那賀

川・羽ノ浦各支所ほか
申込期間　１月10日㈫～２月３日㈮
問 スポーツ振興課（☎22−3394）へ

第33回 阿南健康マラソン大会参加者募集

種　　目 距離 定員 種　　目 距離 定員
小学生の部 ２㎞ 100人 高校一般の部

10㎞ 400人
中学生の部 ３㎞ 100人 壮年の部

家族の部 ２㎞ 50組

チアリーディングチーム

「ABO６０」２期生募集
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野
球
審
判
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

講
習
内
容　
野
球
の
試
合
に
お
け

る
審
判
技
術
の
習
得

開
催
日
時　
１
月
29
日
㈰　

午
後

１
時
～
４
時

開
催
場
所　
阿
南
第
二
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
、
同
校
体
育
館

参
加
対
象
者　
高
校
生
以
上
の
男

女講
師　
市
軟
式
野
球
連
盟
審
判
員

服
装
等　
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
運
動
の

で
き
る
服
装
、
運
動
の
で
き
る
シ

ュ
ー
ズ
、
野
球
帽

持
参
物　
筆
記
用
具

参
加
費
用　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
20
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課(

☎
22

－

１
２
９

７)

へ平
成
28
年
度
公
共
下
水
道

接
続
申
請（
助
成
金
対
象
）の

受
付
期
間
は
２
月
28
日
㈫
ま
で

　

平
成
28
年
度
中
に
接
続
工
事
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
、
助
成
金

を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
期
間
内
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
工
業
者
は
「
阿
南
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）」
の
中
か
ら

選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
申
請
の
受
付
期
間　

２
月
28
日
㈫　

午
後
５
時
ま
で

完
了
検
査
の
受
付
期
間　

３
月
24
日
㈮　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22
－

１
７
９
６
）
へ

平
成
28
年
度
阿
南
市

認
定
農
業
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

農
業
者
相
互
の
情
報
交
換
と
連

携
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
７
日
㈫　

午
後
２
時
～

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
加
茂
谷
地
区
に
元
気
を

与
え
て
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
若
者
の
定
住
・
就
農
を
図
り
、

地
区
住
民
と
の
郷
土
愛
の
向
上
と

な
る
施
案
を
す
す
め
る
た
め
に
発

足
し
た
、
加
茂
谷
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
会
に
よ
る
講
演

▼
農
地
の
贈
与
、
相
続
に
係
る
特

例
措
置
に
つ
い
て
の
説
明

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
農
林
水

産
課
内
☎
22

－

１
５
９
８)

へ

大野公民館の建て替え工事を現地において行うため、公民館および
住民センターを次の施設に移転します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
移転場所　大野隣保館多目的集会所（中大野町南傍示249番地1）
移転の期間　３月21日㈫から平成32年３月まで（予定）

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）
または大野公民館（☎22−1564）へ

大野公民館および大野住民センター
移転のお知らせ

●教育長報告
　①教職員の不祥事防止について

　②各種研究大会等の感想

　③県市教育委員会合同訪問・人事関係について

　④阿南工業高校・新野高校の再編について

●第63回徳島駅伝の日程等について

●平成29年阿南市成人式について

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

11月定例会（11月25日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより
■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○賀上書道教室作品展　～15日㈰まで
○くろしお窯　三人展　17日㈫～29日㈰
○バレンタイン＆アロマ雑貨　31日㈫～２月12日㈰

■体験コーナー
○星型あんどん作り　７日㈯　13:00 ～ 15:00
【申込締切日】６日㈮
【参加費】3,000円　【定員】５人
【持参物】なし

○阿波踊り活竹人形　28 日㈯　13:00 ～ 15:00
【申込締切日】27日㈮
【参加費】６00円　【定員】10人
【持参物】なし

光 のまちステーションプラザ

問い合わせは
阿南光のまちステーションプラザ（☎ 24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

１月の催し

←勝浦町方面
富岡町方面→

←加
茂谷
地区
方面

大野総合センター
大野隣保館●

●中大野教育集会所

檜神社

22

282 移
転
し
ま
す
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「東京事務所の活動紹介」

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍する

阿南市出身の方々などを紹介するコーナー

Vol. ６

Vol. １

東 京アラカルト

国および関係機関への要望活動、連絡調整

▼平成28年７月25日㈪に那賀川渇水対策協議会、阿南市高規格
道路等建設促進期成同盟会が国土交通省、財務省、県選出国会
議員へ要望活動を行いました。

▼10月18日㈫、19日㈬に阿南市地域医療確立対策協議会が厚生
労働省、財務省、県選出国会議員へ要望活動を行いました。

首都圏で阿南市の観光・物産等のＰＲ活動

▼麻布十番納涼まつり
８月27日㈯、28日㈰に麻布十番大通りにて、東京・阿南ふる
さと会の若手グループ「ちゃらんぽらん会」がすだちジントニッ
クを販売しました。

▼瀬戸内フェア2016
10月２日㈰に、東京タワーにて東京で事務所を構える９つの
都市が合同で瀬戸内の魅力を発信し、誘客と知名度の向上を図
りました。

▼江東区民まつり
10月15日㈯、16日㈰に、都立木場公園にて出店し、特産品の販売や阿波牛プレミアムコロッケの実
演販売や観光ＰＲ、移住の呼びかけを行いました。

阿南市ゆかりの人たちとの人的ネットワークの構築

▼東京・阿南ふるさと会
首都圏在住の阿南市出身者や阿南市にゆかりがある方で組織し
支援しています。現在の会員は260人を超えるなど交流の輪が
さらに広がり親睦を深めています。
定期総会（７月25日）、ふるさと光流会（11月９日）

▼阿南市内高校の首都圏における同窓会の活動を支援
東京牛岐会（富岡西高校同窓会）
関東悠久同窓会（阿南工業高等専門学校同窓会）
東京琴江同窓会（富岡東高校同窓会：平成29年度に設立予定）

人材バンク・移住相談支援

▼平成28年４月東京事務所内に「移住相談窓口」を設け、徳島県移住相談センターと連携して、阿南
市にＵＩＪターン・移住を希望されている方の支援を行っています。

東京事務所は、東京都千代田区日比谷公園内の市政会館に設置され５年目を迎えています。
東京と阿南をつなぐ東京事務所の主な活動（平成28年度上半期）を紹介します。

要望活動（7/25）

江東区民まつり（10/15）

ふるさと光流会（11/9）
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山口町
久米 歩未さん

　

私
は
、
大
塚
製
薬
株
式
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早

く
先
輩
方
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
、
ど
ん
な
事
に
も
前
向
き
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
山
口
町
は

自
然
が
豊
か
で
食
べ
物
が
と
て
も

お
い
し
い
こ
と
で
す
。
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
や
生
き
生
き
と
働
く

方
々
が
住
む
山
口
町
で
生
ま
れ
育

つ
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
後
継
者
不
足
解
消
の
た

め
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
や
農
業
体

験
を
実
施
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
阿
南
市
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

空
き
家
を
合
宿
施
設
に
利
用
す
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

一
期
一
会
、今
日
と
い
う
日
を
人
生
の
大
き
な
糧
と
し
て

　

私
は
、
阿
波
製
紙
株
式
会
社
の

阿
南
事
業
所
で
、
原
材
料
の
受
注

管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
野
球
が
好
き
で
、
会
社
や
地

元
の
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
は
、
自
分
で
野
球
の
チ

ー
ム
を
結
成
す
る
こ
と
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
北
の
脇
海

水
浴
場
で
す
。
私
が
生
ま
れ
た
平

成
８
年
７
月
に
は
、「
日
本
の
渚
・

１
０
０
選
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
美
し
い
景
観
を
守
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
美
化
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
野
球
の
ま
ち
阿
南
」
と
い
う

よ
う
に
、
野
球
で
阿
南
市
を
活
気

の
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
プ
ロ
野
球
の
キ

ャ
ン
プ
な
ど
を
誘
致
し
て
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
に
、
野
球
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。中林町

横手 和人さん

那賀川町
髙木 菜央さん

　

私
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
保
健

学
科
で
、
看
護
師
や
保
健
師
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
料
理
。

将
来
は
１
日
も
早
く
、
患
者
さ
ん

に
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

看
護
師
と
し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
働
き
な
が
ら
で
も
子
育
て

し
、
看
護
教
育
に
携
わ
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
文
化
と
科

学
が
合
わ
さ
っ
た
豊
か
な
町
で
す
。

ま
た
ア
ザ
ラ
シ
の
ナ
カ
ち
ゃ
ん
が

い
た
町
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
で
も
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
働
く
お
母
さ

ん
へ
の
手
厚
い
支
援
や
、
子
ど
も

へ
の
教
育
費
、
医
療
費
の
支
援
な

ど
で
す
。
ま
た
、
阿
南
市
で
働
く

た
め
の
雇
用
を
増
や
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
の
建
築
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
、

建
設
工
学
や
建
築
学
を
勉
強
し
て

い
ま
す
。
大
学
へ
の
進
学
も
決
ま

り
一
層
勉
学
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
部
活
は
、
卓
球
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
活
躍
で
き
る
建
築
士

に
な
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
岩
脇
公
園

桜
ま
つ
り
で
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
夜
桜
が
き
れ
い
で
す
。
地

域
の
方
が
た
く
さ
ん
来
ら
れ
て
い

る
の
で
、
本
当
に
愛
さ
れ
て
い
る

場
所
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

阿
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
商

店
街
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
車
が
無
く
て

も
買
い
物
が
で
き
る
点
や
交
流
の

場
と
し
て
活
用
で
き
る
点
か
ら
、

高
齢
者
や
学
生
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。羽ノ浦町

阿部廉太朗さん

新野町
福島 朱梨さん

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
短
期
大

学
部
で
保
育
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
歌
い
た
い
歌
が
す

ぐ
に
弾
け
る
よ
う
に
毎
日
ピ
ア
ノ

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
将
来

は
子
ど
も
た
ち
に
慕
わ
れ
、
保
護

者
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
幼
稚
園
教

諭
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
新
野
町
で

は
、
み
ん
な
で
町
を
元
気
に
し
よ

う
と
、
地
域
資
源
の
竹
林
の
景
観

を
生
か
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

核
家
族
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
く
て
、
不
安
に
思
わ

れ
て
い
る
親
御
さ
ん
も
多
い
で
す
。

病
児
病
後
児
保
育
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
、
子
育
て
支
援
に
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
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私
は
、
ト
ヨ
タ
名
古
屋
自
動
車

大
学
校
の
女
性
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
科
で
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の

仕
事
に
必
要
な
接
客
応
対
や
車
の

知
識
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
将

来
は
、
徳
島
県
内
で
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
し
た
い

で
す
。
ま
た
、
世
界
旅
行
を
し
て

み
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
お
松
大
権

現
、
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
、
太
龍
寺
、

午
尾
の
滝
、
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ

イ
な
ど
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
、
元
気
に

楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
商
業
施
設
な
ど
が
増
え
て
ほ

し
い
で
す
。
ま
た
、
市
民
自
身
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
生
活
の

中
で
気
付
き
考
え
発
案
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。吉井町

町田 咲季さん

福井町
大村 郁弥さん

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
人
間
生

活
学
部
児
童
学
科
で
、
教
員
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
軟
式
野
球
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
す
る
こ
と
で
す
。
野
球
で

は
、
春
季
リ
ー
グ
で
予
選
を
勝
ち

抜
き
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
の

が
目
標
で
す
。
将
来
は
、
小
学
校

の
教
員
に
な
り
、
児
童
に
充
実
し

た
教
育
環
境
を
整
え
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
福
井
町
は

竹
林
が
多
く
、
た
け
の
こ
の
名
産

地
で
す
。
ま
た
、
福
井
川
は
き
れ

い
な
川
で
、
絶
滅
危
惧
種
オ
ヤ
ニ

ラ
ミ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

阿
南
市
の
活
性
化
策
は
、
町
に

光
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
夜
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
暗

い
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
道

路
に
外
灯
を
増
や
す
な
ど
す
れ
ば
、

町
が
明
る
く
な
り
、「
光
の
ま
ち
」

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
２
０
１
７
年
の
新
春
に
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
阿
南
市
の
若
き
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新春座談会
新成人と市長による新春企画

去る11月20日、14人の新成人と岩浅市長が「市長と語ろう～私の夢、阿南市の未来～」をテーマに、
阿南市の自慢やＰＲの仕方、将来のまちづくりなどについて語り合いました。
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橘町
木本　翔さん

　

私
は
、
琉
球
大
学
理
学
部
海
洋

自
然
科
学
科
で
魚
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
釣

り
、
筋
ト
レ
。
将
来
は
、
水
産
研

究
所
（
美
波
町
）
に
就
職
し
、
イ

カ
の
研
究
が
し
た
い
で
す
。
イ
カ

の
生
態
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
橘
町
で
行

わ
れ
て
い
る「
け
ん
か
だ
ん
じ
り
」

で
す
。
小
学
校
の
時
は
、
だ
ん
じ

り
に
乗
っ
て
太
鼓
を
た
た
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
３
年
間
は
、
だ

ん
じ
り
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
例
え
ば
、

バ
ス
や
汽
車
の
公
共
交
通
機
関
の

充
実
な
ど
で
す
。
ま
た
、
若
者
の

町
離
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
魅
力

的
な
就
職
先
が
増
え
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

椿町
山田 雅也さん

　

私
は
、
穴
吹
情
報
公
務
員
カ

レ
ッ
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト

学
科
で
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
将
来
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
遊
ん
で
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム

を
作
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
椿
町
は
自

然
豊
か
で
、
山
・
海
か
ら
採
れ
る

物
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
ま

た
、
四
国
最
東
端
の
温
泉
「
か
も

だ
岬
温
泉
」
が
あ
り
、
温
泉
か
ら

見
え
る
景
色
は
と
て
も
き
れ
い
で

す
。

　

子
ど
も
の
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
い
ま
す
。
地
域
に
も
っ
と
人
が

住
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
椿
町

な
ら
ヒ
ウ
オ
漁
や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

中大野町
中道　凜さん

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
の
短
期

大
学
部
食
物
専
攻
で
、
栄
養
士
に

な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

覚
え
る
こ
と
や
内
容
な
ど
が
多
い

で
す
が
、
日
々
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
趣
味
は
音
楽
を
聞
く
こ

と
。
将
来
は
食
に
関
す
る
職
業
に

就
い
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
大
野
地
区

に
は
阿
南
西
部
公
園
が
あ
り
、
ど

の
年
代
の
人
か
ら
も
人
気
の
ふ
れ

あ
い
の
場
所
で
す
。
ま
た
、
大
野

地
区
は
、
と
て
も
人
と
人
が
親
し

い
で
す
。

　

私
は
阿
南
市
が
と
て
も
大
好
き

で
す
。
暮
ら
し
や
す
く
、
落
ち
着

く
か
ら
で
す
。
環
境
面
で
は
、
住

民
が
町
の
た
め
に
清
掃
活
動
や
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
を
し
た
ら
、

も
っ
と
き
れ
い
な
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

長生町
大川 奈美さん

　

私
は
、
四
国
大
学
看
護
学
部
看

護
学
科
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
動
を
す
る

こ
と
。
将
来
は
大
学
で
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
て
、
病
気
の
子
ど
も

や
高
齢
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
長
生
町
は
、

自
然
豊
か
で
住
み
よ
い
町
で
す
。

特
に
、
明
谷
梅
林
は
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
梅
の
花
が
咲
き
、
県
内

各
地
か
ら
お
花
見
に
訪
れ
た
人
々

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
を
見
守
る
た
め
に

も
、
地
域
内
で
の
交
流
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宝田町
武市 慎矢さん

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
の
電
気
電
子
工
学
科
で
電
気
の

専
門
知
識
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、

社
会
人
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
電
気
関

係
の
仕
事
に
携
わ
り
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
宝
田
青
年

会
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も

夏
の
花
火
大
会
は
毎
年
多
く
の
人

が
訪
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

阿
南
市
は
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
若
い
世
代

が
活
躍
で
き
る
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
駅
前
商
店

街
の
空
き
店
舗
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
有
効

活
用
し
て
雇
用
の
確
保
や
町
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

柳島町
薄田 直弥さん

　

私
は
、
岐
阜
大
学
で
教
員
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
野
球
観
戦
。
将
来
は
、

徳
島
で
教
員
に
な
り
た
い
で
す
。

ま
た
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
長

く
し
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た

い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
き
れ
い
な

川
や
海
が
あ
る
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
魚
が
お
い
し
い

こ
と
で
す
。
阿
波
踊
り
と
渦
潮
は

岐
阜
県
で
も
、
と
て
も
有
名
で
す
。

　

若
い
人
の
多
い
活
気
の
あ
る
市

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
子
育
て
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
は
効
果
的
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
発
展
も
し
て

ほ
し
い
で
す
。

市
長
あ
い
さ
つ　

人
生
80
年
時
代
で
す
。
20
歳
は

午
前
６
時
、
目
が
覚
め
る
頃
で
す
。
こ
れ
か
ら
長

い
よ
う
で
、
後
２
万
日
ち
ょ
っ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
夢
を
持
っ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生

き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

若
者
が
多
い
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
魅
力
的
な
企
業

に
立
地
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

平
成
28
年
７
月
か
ら
18
歳
ま
で
に
医
療
費
助
成
を

拡
大
し
ま
し
た
。
結
婚
し
て
ど
こ
に
住
も
う
か
と

考
え
た
時
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
が
選
ば

れ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

運
転
免
許
の
返
納
な
ど
で
、
病
院
や
買
い

物
に
自
力
で
行
け
な
い
交
通
・
買
い
物
弱
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
小
型
の
「
な
か
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
を

導
入
し
て
、
狭
い
街
路
で
も
入
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
、
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
た
い
で

す
。
ま
た
、
民
間
の
移
動
販
売
事
業
者
と
連
携
す

る
な
ど
、
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

―
―
―
若
者
が
多
く
集
ま
る
娯
楽
施
設
を
誘
致
で

き
ま
せ
ん
か
。

市
長　

若
者
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
要
望
を
受
け
て
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
内
に
阿
南
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
作
り
ま
し

た
。
県
外
か
ら
も
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
も

な
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
人
気
が
出
る
と
思
い
ま

す
。

（司会）企画部長　打樋 昌之

座談会の一コマ

打樋企画部長の司会進行で座談会が始まりました。最初に、岩浅市長から阿南市の特色と進行中の主な施策について紹介があり、新成人の皆さんの自己紹介の後、それぞれが自分の夢や理想の阿南市について意見を発表しました。初めは緊張気味でしたが、市長と会話を交わすうちに少しずつ笑顔が見られるようになり、活発な意見交換が行われました。最後にみんなで記念撮影をして、LED ライトなどを記念品としてお持ち帰りいただきました。
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橘町
木本　翔さん

　

私
は
、
琉
球
大
学
理
学
部
海
洋

自
然
科
学
科
で
魚
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
、
釣

り
、
筋
ト
レ
。
将
来
は
、
水
産
研

究
所
（
美
波
町
）
に
就
職
し
、
イ

カ
の
研
究
が
し
た
い
で
す
。
イ
カ

の
生
態
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
橘
町
で
行

わ
れ
て
い
る「
け
ん
か
だ
ん
じ
り
」

で
す
。
小
学
校
の
時
は
、
だ
ん
じ

り
に
乗
っ
て
太
鼓
を
た
た
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
校
３
年
間
は
、
だ

ん
じ
り
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
例
え
ば
、

バ
ス
や
汽
車
の
公
共
交
通
機
関
の

充
実
な
ど
で
す
。
ま
た
、
若
者
の

町
離
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
魅
力

的
な
就
職
先
が
増
え
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

椿町
山田 雅也さん

　

私
は
、
穴
吹
情
報
公
務
員
カ

レ
ッ
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト

学
科
で
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
将
来
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
遊
ん
で
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム

を
作
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
椿
町
は
自

然
豊
か
で
、
山
・
海
か
ら
採
れ
る

物
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
ま

た
、
四
国
最
東
端
の
温
泉
「
か
も

だ
岬
温
泉
」
が
あ
り
、
温
泉
か
ら

見
え
る
景
色
は
と
て
も
き
れ
い
で

す
。

　

子
ど
も
の
数
が
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
い
ま
す
。
地
域
に
も
っ
と
人
が

住
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
椿
町

な
ら
ヒ
ウ
オ
漁
や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

中大野町
中道　凜さん

　

私
は
、
徳
島
文
理
大
学
の
短
期

大
学
部
食
物
専
攻
で
、
栄
養
士
に

な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

覚
え
る
こ
と
や
内
容
な
ど
が
多
い

で
す
が
、
日
々
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
趣
味
は
音
楽
を
聞
く
こ

と
。
将
来
は
食
に
関
す
る
職
業
に

就
い
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
大
野
地
区

に
は
阿
南
西
部
公
園
が
あ
り
、
ど

の
年
代
の
人
か
ら
も
人
気
の
ふ
れ

あ
い
の
場
所
で
す
。
ま
た
、
大
野

地
区
は
、
と
て
も
人
と
人
が
親
し

い
で
す
。

　

私
は
阿
南
市
が
と
て
も
大
好
き

で
す
。
暮
ら
し
や
す
く
、
落
ち
着

く
か
ら
で
す
。
環
境
面
で
は
、
住

民
が
町
の
た
め
に
清
掃
活
動
や
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
を
し
た
ら
、

も
っ
と
き
れ
い
な
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

長生町
大川 奈美さん

　

私
は
、
四
国
大
学
看
護
学
部
看

護
学
科
で
看
護
師
に
な
る
た
め
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
活
動
を
す
る

こ
と
。
将
来
は
大
学
で
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
て
、
病
気
の
子
ど
も

や
高
齢
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
長
生
町
は
、

自
然
豊
か
で
住
み
よ
い
町
で
す
。

特
に
、
明
谷
梅
林
は
、
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
梅
の
花
が
咲
き
、
県
内

各
地
か
ら
お
花
見
に
訪
れ
た
人
々

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
を
見
守
る
た
め
に

も
、
地
域
内
で
の
交
流
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宝田町
武市 慎矢さん

　

私
は
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学

校
の
電
気
電
子
工
学
科
で
電
気
の

専
門
知
識
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、

社
会
人
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
電
気
関

係
の
仕
事
に
携
わ
り
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
技
術
者
に
な
り
た
い
で

す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
宝
田
青
年

会
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も

夏
の
花
火
大
会
は
毎
年
多
く
の
人

が
訪
れ
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

阿
南
市
は
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
若
い
世
代

が
活
躍
で
き
る
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
駅
前
商
店

街
の
空
き
店
舗
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
有
効

活
用
し
て
雇
用
の
確
保
や
町
お
こ

し
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
、
四
国
大
学
生
活
科
学
部

児
童
学
科
で
保
育
士
に
な
る
た
め

の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
阿

波
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い

ま
す
。
将
来
は
、
子
ど
も
や
保
護

者
の
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
元
気
で

明
る
い
保
育
士
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
は
、
富
岡
町
の

秋
祭
り
で
す
。
６
町
で
だ
ん
じ
り

を
出
し
、
鳴
り
物
を
た
た
い
て
町

が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
牛
岐
城
趾
公
園
は
、
展
望
台

ま
で
の
階
段
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
て
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
光
り
輝
き
、
と
て
も
き
れ
い
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
光
輝
く
オ

ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
、
園
内
は
さ

ら
に
華
や
か
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設
を
誘

致
す
れ
ば
、
若
い
人
た
ち
も
遊
べ

る
場
所
が
増
え
、
に
ぎ
や
か
に
な

り
、
町
も
潤
う
と
思
い
ま
す
。富岡町

細川 結友さん

市
長
あ
い
さ
つ　

人
生
80
年
時
代
で
す
。
20
歳
は

午
前
６
時
、
目
が
覚
め
る
頃
で
す
。
こ
れ
か
ら
長

い
よ
う
で
、
後
２
万
日
ち
ょ
っ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
夢
を
持
っ
て
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生

き
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

若
者
が
多
い
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
魅
力
的
な
企
業

に
立
地
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

平
成
28
年
７
月
か
ら
18
歳
ま
で
に
医
療
費
助
成
を

拡
大
し
ま
し
た
。
結
婚
し
て
ど
こ
に
住
も
う
か
と

考
え
た
時
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
が
選
ば

れ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

運
転
免
許
の
返
納
な
ど
で
、
病
院
や
買
い

物
に
自
力
で
行
け
な
い
交
通
・
買
い
物
弱
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
小
型
の
「
な
か
ち
ゃ
ん
バ
ス
」
を

導
入
し
て
、
狭
い
街
路
で
も
入
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
、
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
た
い
で

す
。
ま
た
、
民
間
の
移
動
販
売
事
業
者
と
連
携
す

る
な
ど
、
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

―
―
―
若
者
が
多
く
集
ま
る
娯
楽
施
設
を
誘
致
で

き
ま
せ
ん
か
。

市
長　

若
者
に
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
要
望
を
受
け
て
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
内
に
阿
南
市
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
作
り
ま
し

た
。
県
外
か
ら
も
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
も

な
り
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
人
気
が
出
る
と
思
い
ま

す
。

（司会）企画部長　打樋 昌之

新春企画　　新成人と市長による新春座談会

↑

Ｐ
16
の 

２
段
目
へ



新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
に
建
設
工
事
に
着
工
し
、

平
成
26
年
度
末
に
第
１
期
工
事
の
高
層
部
が

完
成
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
よ
り
第
２
期

工
事
の
低
層
部
に
着
工
し
、
完
成
年
度
の
平

成
28
年
度
も
、
い
よ
い
よ
終
盤
に
差
し
掛
か

り
、
富
岡
近
郊
で
は
新
庁
舎
の
全
容
が
望
め

る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

建
築
工
事
の
工
程
に
合
わ
せ
、
管
・
電

気
・
情
報
通
信
な
ど
の
設
備
工
事
も
同
時
進

行
し
て
い
て
、
各
工
事
と
も
、
試
験
調
整
や

諸
検
査
を
経
て
、
平
成
29
年
３
月
中
旬
の
工

期
内
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
本
体
工
事
と
は
別
途
工
事
と

な
る
土
木
・
舗
装
・
設
備
・
植
栽
な
ど
、
外

構
工
事
に
つ
い
て
も
工
事
全
体
の
工
程
調
整

を
行
い
、
今
年
度
内
の
完
成
を
め
ざ
し
、
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

官
民
協
働
で
の
抜
本
的
な
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
で
す
が
、
空
き
家
等
が
市
民
生
活
に

及
ぼ
す
影
響
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
28
年
３
月
30
日
に
、
公
益
社
団
法
人
徳
島

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、
公
益
社
団
法
人

徳
島
県
建
築
士
会
お
よ
び
特
定
非
営
利
法
人

空
き
家
・
空
き
土
地
管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
構
成
す
る
、
空
き
家
等
対
策
関
連
民

間
団
体
と
、「
阿
南
市
に
お
け
る
空
き
家
等

の
総
合
的
な
対
策
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
間
で
、
本

市
と
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
が
委
託
契
約
を
締
結
し
、
市
内
全
域

で
の
空
き
家
等
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
茂
谷
地
区
お
よ
び
椿
地

区
に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
実
態
調
査
の
結
果
を

も
と
に
、
今
後
の
空
き
家
対
策
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
所
有
者
等
に
対
し
て
、
売

却
や
賃
貸
の
希
望
等
の
意
向
調
査
を
行
う
予

定
で
す
。

　

こ
の
意
向
調
査
で
所
有
者
等
か
ら
、
空
き

家
等
対
策
関
係
民
間
団
体
に
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
を
得
た
案
件
に
つ
い
て
は
、

直
接
、
交
渉
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
こ

と
で
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
弾
力
的
な
運
用
等
が
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
不
動
産
の
売
却
に
よ
り
地

元
企
業
の
活
力
が
増
進
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
人
野
球
の
合
宿
誘
致
に
つ

い
て

　

社
会
人
野
球
の
合
宿
誘
致
は
、「
野
球
の

ま
ち
阿
南
」
の
事
業
目
標
の
１
つ
と
し
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
42
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
た

三
菱
重
工
広
島
硬
式
野
球
部
の
合
宿
誘
致
に

成
功
し
、
２
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
、
Ｊ

Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
、
あ
な
な
ん

ア
リ
ー
ナ
で
、
本
市
で
初
め
て
ノ
ン
プ
ロ
の

合
宿
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

合
宿
の
誘
致
は
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
関
係
者
の
宿
泊
や
多
く
の
野
球
愛
好
者

の
集
客
が
見
込
ま
れ
、
経
済
効
果
が
非
常
に

大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
大
学
野
球

の
合
宿
か
ら
社
会
人
、
さ
ら
に
は
プ
ロ
野
球

の
合
宿
も
視
野
に
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
仮
称
）岩
脇
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
１
月
に
工
事
に
着
手
し
、
平
成

29
年
２
月
末
日
の
完
成
に
向
け
て
、
鋭
意
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
羽
ノ
浦
町
岩
脇

小
学
校
区
の
「
羽
ノ
浦
す
み
れ
保
育
所
」
と

「
羽
ノ
浦
こ
ば
と
保
育
所
」
が
統
合
し
、
新

し
く
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
０

歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
４
・

５
歳
児
は
年
齢
ご
と
に
同
じ
ク
ラ
ス
で
の
就

学
前
教
育
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
で
の
育
児
不
安
の
あ
る
保
護

者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
行
う
「
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
併
設
す
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
運

営
も
可
能
と
な
り
、
地
域
福
祉
の
増
進
と
子

育
て
支
援
を
充
実
し
、
利
用
者
が
安
全
で
安

心
し
て
利
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
平
成
29
年
３
月
26
日
に

落
成
式
を
行
い
、
４
月
１
日
に
開
設
し
ま
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
12
月
議
会
が
12
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
か
ら
所
信
が

表
明
さ
れ
ま
す
。
今
議
会
で
表
明
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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水
道
事
業
に
つ
い
て

　

市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
水
道
事
業
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
、
施
設
の
耐
震
化
を
早
急
に
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
加
え
て
、
こ
れ
ま

で
に
建
設
し
て
き
た
水
道
施
設
が
耐
用
年
数

を
迎
え
、
老
朽
管
の
更
新
に
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減
少
や
節
水
器
具
の
普
及

等
に
起
因
す
る
水
道
使
用
量
の
減
少
に
伴

い
、
収
入
が
減
少
し
て
い
て
、
水
道
経
営
を

圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成
６
年

の
改
定
か
ら
今
日
ま
で
、
県
内
各
市
の
中
で

も
安
価
な
水
道
料
金
を
堅
持
し
て
い
て
、
長

期
間
に
わ
た
り
料
金
改
定
を
し
て
い
な
い
状

況
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、「
阿
南
市
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
お
よ
び
更

新
を
早
急
に
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
り
、
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定
的
に
市
民

の
皆
さ
ま
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

健
全
な
経
営
が
確
保
で
き
る
料
金
を
設
定
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幼
稚
園
、小・中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
を
活
用
し
て
、
平
成
29
年
度
で
幼
稚
園

と
中
学
校
に
、
平
成
30
、
31
年
度
の
２
年
間

で
小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
国
の
補
正
予

算
に
合
わ
せ
て
補
助
金
の
申
請
を
上
げ
て
い

た
と
こ
ろ
、
交
付
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
今
議
会
の
補
正
予
算
案
に
計
上
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
中
に
施
工
業
者
お
よ
び
施
工
監
理

業
者
の
選
定
と
請
負
契
約
お
よ
び
委
託
契
約

の
締
結
を
行
い
、
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
順

次
、
幼
稚
園
と
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に

着
手
し
、
学
校
現
場
等
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
全
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
完
了
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

残
る
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

も
、
早
期
に
整
備
し
、
児
童
、
生
徒
が
快
適

で
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
制
度

に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
20
日
に
上
陸
し
た
台
風
16

号
の
影
響
に
よ
り
、
29
世
帯
が
床
上
浸
水
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
26
年
、
27
年
に
発
生
し

た
台
風
に
よ
る
床
上
浸
水
等
の
被
害
に
つ
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
支
援
金
制
度
を
設
け
て
被

災
者
の
生
活
再
建
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
台
風
に
よ
る
被
害
は
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
災
し
た
住
民

が
、
い
ち
早
く
生
活
の
再
建
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
相
互
扶
助
の
観
点
か
ら
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
自
然
災
害
に
よ
り
生
活
基

盤
と
な
る
住
家
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世

帯
を
対
象
と
し
て
、
住
家
の
区
分
お
よ
び
被

害
の
程
度
に
応
じ
、
生
活
の
再
建
に
必
要
な

経
費
に
対
し
て
最
大
で
１
０
０
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
支
援
金
の
支
給
対
象
と
な
る
災
害

を
個
別
に
限
定
し
な
い
常
設
の
制
度
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
28
年
９
月
に
発
生
し
ま
し
た

台
風
16
号
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
も
適
用

し
、
生
活
再
建
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

文
化
会
館
お
よ
び
情
報
文
化
セ

ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
公
募
を
行
い
、
受
付

期
間
内
に
１
者
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会

を
開
催
し
、
提
案
の
あ
っ
た
事
業
計
画
等
の

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
指
定
管
理
者
と
し
て

必
要
な
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
決
し
、

「
夢
・
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
運
営
共
同
事
業
体
」

を
候
補
者
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　

両
館
の
運
営
に
民
間
の
活
力
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
管
理
経
費
の
縮
減
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
新
た
な
発
想
力
で
文
化
施
設
の
魅
力
を

引
き
出
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
２
月
中
に
基
本
協
定
お

よ
び
年
度
協
定
を
締
結
し
、
４
月
１
日
か
ら

制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
、
導
入
後
も
、
市
が

指
定
管
理
者
に
対
し
て
、
指
導
・
助
言
を
行

う
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
満
足
い
た
だ
け

る
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
共
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

大
野
公
民
館
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

現
在
の
大
野
公
民
館
は
、
昭
和
52
年
に
建

築
さ
れ
、
築
39
年
が
経
過
し
老
朽
化
も
激
し

く
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
館
内
の
施
設
の
使
用
を
制
限
し
て

お
り
、
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

指
定
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
生
涯
学
習
や
地

域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
防
災

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
位
置
で
建
て

替
え
を
行
う
計
画
を
進
め
て
い
て
、
基
本
設

計
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
建
築
す
る
施
設
は
、
公
民
館
の
ほ

か
に
住
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
学
童
保
育
施
設

を
配
置
し
た
複
合
施
設
で
、
平
成
29
年
度
に

実
施
設
計
お
よ
び
造
成
工
事
を
実
施
し
、
平

成
30
年
度
か
ら
建
築
工
事
を
開
始
し
、
平
成

31
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会

会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

第 １ 分 科 会
（ 就 学 前 教 育 ）

文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性を改めて確
認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権教育・
啓発の取り組みについて、共に考え実践していきましょう。

第 ２ 分 科 会
（小・中学校教育）

富岡公民館
２階　大ホール

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のあるＰＴＡ活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 ＰＴＡ活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合うなかで考えていきましょう。

第 ３ 分 科 会
（ 高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り拓いていく力を養うためには、基礎学力の保障と
自尊感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・
地域が更に連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓発
活動を通じて、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人材
を育成しましょう。

第 ４ 分 科 会
（ 社 会 教 育 ）

文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生き
る人権のまちづくりを進めよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」と結びつけて考えるととも
に、あらゆる差別や不合理を許さない地域づくりに向けて教育・啓
発活動を推進していきましょう。

第 ５ 分 科 会
（ 企 業 ・ 職 域 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）
を見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向
上をめざした実践活動を推進しましょう。

第 ６ 分 科 会
（ 行 　 　 　 政 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立っ
て日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教育・
啓発の実績や成果をふまえながら関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しましょう。

※託児を希望される方は、１月27日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月４日㈯　9:30～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「お接待の文化（心）から人権を考える」

講師　富岡小学校　教頭　島村　孝 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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阿南市成人大学講座が、開講40回目を迎えたこ
とを記念した式典がホテル石松で開催され、87
人が出席しました。本講座は、市民の生涯学習の
場として、また定住自立圏事業として取り組まれ
ています。式典では、現受講生で30年間受講さ
れた方（４人）に賞状が授与されたほか、日本独
立リーグ野球機構事務局長の坂口裕昭さんによる
記念講演が行われました。

阿南市成人大学講座
40周年記念式典が開催される

12/2

大丈夫だよ、がんばろう！
「心の健康講演会」を開催 !!

心の健康に対する意識を高めてもらおうと「あな
ん健康まつり第２部」として、タレントの山田邦
子さんによる「心の健康講演会」が夢ホールで行
われ、約500人が参加しました。山田さんは、自
身が乳がんに罹

り

患
かん

し手術を受けた経験をもとに、
「たくさん笑い、免疫力を高めることが、病気の
予防や治療になる！」と会場を笑いの渦に巻き込
み、感動を与えてくれました。

11/19

太龍寺境内が
国史跡に指定される

国の文化審議会が、第21番札所「太龍寺境内」ほ
か２件を、「阿波遍路道」として国史跡へ追加指定
するよう文部科学大臣に答申しました。札所寺院と
しての評価により国史跡の指定を受けるのは、今回
が初の事例となります。なお、太龍寺は史料上確認
できる数少ない空海の修行の地であり、四国遍路の
成立と発展を考える上で重要な寺院とされています。

11/18

阿南市シルバー人材センター
設立30周年を記念して

高齢者が働くことを通じて生きがいを得る架け橋
となっている「阿南市シルバー人材センター」が、
設立30周年を迎えたことを記念した式典が夢ホ
ールで行われ、545人が出席しました。タレント
の遙　洋子さんによる「はつらつ生きて活きて輝
いて」と題した講演も行われました。また、10
月27日には、会員は神崎幼稚園の園児らととも
に淡島海岸の清掃活動を行いました。

11/26

ニュースオアシス
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あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

新
春
親
子
た
こ
作
り
教
室
（
無
料
）

　

親
子
で
た
こ
を
作
り
、
完
成
後
、
実
際
に
飛

ば
し
て
遊
び
ま
す
。

日
時　
1
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
～
、
午
後
１

時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
回
親
子
10
組
（
先
着
順
）

ス
マ
ホ
で
月
面
写
真
を
撮
ろ
う

　

科
学
セ
ン
タ
ー
の
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

新
春
の
月
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
ま
す
。

日
時　
１
月
８
日
㈰　

午
後
６
時
～
８
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

そ
の
他　
各
自
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
満
充
電
の

状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
眼
レ
フ
な

ど
の
カ
メ
ラ
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

阿南市出身の作家北條民雄の生誕100周年と阿南市合
併10周年を記念して創設された「北條民雄文学賞」
の授賞式を開催します。併せて「第27回阿南市生涯
学習推進大会」を開催します。ぜひお越しください。
※詳細は今月の折り込みをご覧ください。
日時　１月28日㈯　12:30開会
場所　夢ホール（文化会館）　　　　　
※入場無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ
　　　　　　　生涯学習課（☎22－3391）へ

■	北條民雄文学賞授賞式
　	第27回阿南市生涯学習推進大会　

日時 　１月22日㈰　13:00開演
（12:30開場）

場所　夢ホール（文化会館）　　　　　　　　　
演目　式三番叟、傾城阿波鳴門
　　　順礼歌の段ほか
入場料　200円（高校生以下無料）
チケット販売場所　文化会館、情報文化センター、市

民会館、平惣書店（阿南センター
店、羽ノ浦国道店）

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり(1週間前までに文化会館へ要申込)
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	阿波人形浄瑠璃芝居
　	中村園太夫座公演

ハンセン病を患いながら
も、文学に打ち込み、短
期間に優れた作品を発表
し、23歳でその生涯を閉
じた阿南市出身の作家北
條民雄。ハンセン病につ
いての理解を深めるきっ
かけとなるように、映画

「あん」を上映します。ハ
ンセン病の元患者の徳江

（樹木希林）と人々との交
わりを描いた作品です。
日時　１月29日㈰　第１回目　10:30～

第２回目　14:00～
場所　夢ホール（文化会館）　　　　　
入場料　無料ですが、入場整理券が必要です。
　　　　１人５枚以内でお願いします。
入場整理券配布開始日　１月６日㈮
配付場所　文化会館、市民会館、情報文化センター、
　　　　　各支所、各住民センター
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（1週間前までに文化会館へ要申込）
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	映画「あん」の上映　　

日時　３月２日㈭　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　萩原かおり
入場料　【全席自由】2,500円（当日500円増し）

★お得なセット券を発売します　　
　　・2 枚セット　4,500円　
　　・3 枚セット　6,000円　

チケット販売開始日　１月14日㈯
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市民

会館、ミリカホール、平惣書店ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	明治大学マンドリン倶楽部演奏会
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コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

（
有
料
・
要
申
込
）

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
天
文
講
座

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
催
し
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
補
助
を

受
け
、
丸
１
日
、
宇
宙
や
天
文
に
関
す
る
工
作
・

実
験
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

実
施
コ
ー
ス　

▼
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
（
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の

保
護
者
が
対
象
）
２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
予
定
）・
定
員
25
組
50
人

▼
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス
（
小
学
４
年
生

～
中
学
生
が
対
象
）
２
月
12
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）・
定
員
30
人　

参
加
方
法　
参
加
申
込
用
紙
（
市
内
の
児
童
・

生
徒
に
は
１
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
科
学
セ
ン
タ
ー

に
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
付
し
ま

す
。

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
引
率
の
保
護
者
は

無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日　

１
日
㈷
～
３
日
㈫
、
10
日
㈫
、
16
日
㈪
、

23
日
㈪
、
30
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
一
）

銀
札
場
諸
役
人

　

前
回
は
銀
札
場
の
次
席
で
あ
る
手
崎

（
手
先
）
に
つ
い
て
書
き
か
け
、
町
奉
行

所
（
江
戸
）
の
与
力
、
同
心
に
話
が
飛
ん

で
し
ま
っ
た
が
、
元
に
戻
そ
う
。

　

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
未
年
富
岡
新

町
棟
付
（『
富
岡
町
志
』）
に
関
係
記
事
が

載
っ
て
い
る
の
で
、
分
か
り
や
す
く
書
き

直
し
て
み
よ
う
。

御
郡
代
所
御
手
代

　

小
家　

遠
藤
嘉
右
衛
門　

歳
三
十
九　

此
者
は
給
人
賀
島
長
門
様
支
配
下
の
町
人

浜
屋
忠
兵
衛
小
家
浜
屋
忠
蔵
の
養
父
茂
兵

衛
の
弟
で
す
。
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年

辰
年
銀
札
場
御
役
所
御
手
代
遠
藤
新
右
衛

門
が
退
職
し
た
の
で
そ
の
株
を
譲
り
受
け

名
東
郡
富
田
浦
に
屋
敷
を
買
い
求
め
そ
こ

で
お
勤
め
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
阿
波
麻
植
郡
代
所
手
代
と
な

り
ま
し
た
、
と
あ
る
。

　

手
代
等
は
藩
の
役
人
で
あ
り
な
が
ら
権

利
を
株
と
し
て
与
え
ら
れ
、
売
買
が
認
め

ら
れ
て
い
た
。

一
、
同
所
御
目
付
手
崎
物
書
役
六
人

　

た
だ
し
御
番
人
。

一
、
同
所
座
本　

魚
屋
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

網
干
屋
甚
右
衛
門

　

銀
札
発
行
の
名
義
人
で
あ
る
座
本
人
は

享
保
年
中
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。「
銀
札
一
巻
留
書
」
に
「
年
月
は
分

か
ら
な
い
が
、
寺
沢
六
右
衛
門
は
新
町
か

ら
勝
浦
郡
小
松
島
へ
移
転
し
た
。
そ
こ
で

西
横
町
の
分
家
寺
沢
徳
太
郎
に
銀
座
引
受

方
の
要
務
を
一
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
享

保
年
間
に
郡
代
奉
行
佐
和
滝
三
郎
の
申
し

立
て
に
よ
っ
て
銀
札
引
受
人
を
廃
止
し
魚

屋
、
寺
沢
と
も
免
職
と
な
っ
た
。」

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
幕
府
へ
の
願
い
替

え
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
銀
札
に
は
そ
の

ま
ま
魚
屋
、
寺
沢
の
名
を
印
刷
し
て
あ
る
。

　

こ
の
時
、
銀
札
引
受
人
が
勤
め
た
銀
座

の
名
を
廃
止
し
、
座
本
と
改
め
た
。
そ
し

て
そ
の
業
務
を
佐
古
町
五
丁
目
木
下
助
五

郎
と
藤
沢
次
兵
衛
に
命
じ
た
。

　

当
時
、
銀
札
場
天て

ん

秤び
ん

役
だ
っ
た
魚
屋
長

左
衛
門
は
長
左
衛
門
の
名
前
で
は
先
祖
に

申
し
訳
な
い
と
彦
三
郎
と
改
名
し
て
勤
務

を
続
け
た
。

　

こ
の
「
留
書
」
は
、
聞
き
覚
え
で
あ
る

た
め
、
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

銀
札
引
受
人
を
廃
止
し
座
本
に
木
下
助

五
郎
、
藤
沢
次
兵
衛
を
任
命
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
。

一
、 

同
所
金
銀
改
役

　
　
　
　
　
　
　

越
久
田
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

本
久
田
常
右
衛
門

　

包
役
は
改
役
と
も
い
う
。
当
時
、
貨
幣

は
し
ば
し
ば
改
鋳
さ
れ
た
。
改
鋳
さ
れ
た

見
本
を
幕
府
か
ら
各
藩
へ
送
っ
て
く
る
。

そ
の
見
本
を
基
準
と
し
て
金
、
銀
の
鑑
定

を
行
い
、
あ
る
い
は
正
金
銀
と
銀
札
と
の

引
換
え
を
行
う
役
目
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
判
は
百
枚
ず
つ
、
二
分
金
は

二
百
枚
ず
つ
、
一
分
銀
は
百
枚
ず
つ
、
銀

札
は
そ
れ
ぞ
れ
百
枚
ず
つ
封
印
し
、
包
み

を
し
た
ま
ま
通
用
さ
せ
た
。

　

越
久
田
は
古
く
か
ら
金
銀
の
鑑
定
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　
（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

120

藩札に印刷された
魚屋・寺沢の文字
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気
な
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
の
は
、

気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
で

す
し
、
社
会
生
活
に
お
い
て
も

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
８
月
、
小
学
６
年
生
の

長
男
と
５
年
生
の
次
男
が
、
少

年
野
球
の
全
国
大
会
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
多
く

の
出
会
い
が
あ
り
、
今
で
も
交

流
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

息
子
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
と
な
っ
て

い
る
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
少

年
野
球
を
通

し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
と

っ
て
大
切
な
の
は
、
共
通
の
目

的
意
識
を
持
つ
こ
と
や
仲
間
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
、
長
所
と
短
所
を
知
り
相

手
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
も
っ
と
野
球
少
年
少
女

が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
仁
尾
修

治
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

野
球
は
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
他
の
団
体
ス
ポ
ー
ツ
に
も

当
て
は
ま
り
ま
す
が
、
野
球
に

は
仲
間
に
対

す
る
「
思
い

や
り
」、「
感

謝
」、「
敬
意
」

な
ど
、
た
く

さ
ん
の
要
素

が
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。「
な
ん
と
か
し
て
次

の
バ
ッ
タ
ー
に
つ
な
げ
よ
う
」、

「
ミ
ス
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
う
想
い
が

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
味
方
だ

け
で
な
く
、
相
手
チ
ー
ム
に
も

敬
意
を
示
し
て
健
闘
を
た
た
え

合
う
こ
と
や
、
指
導
者
や
保
護

者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
と
触

れ
合
う
機
会
が
あ
る
の
も
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
こ
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
元 508

「
少
年
野
球
で

学
ん
だ
こ
と
」

羽ノ浦町
森口 洋史さん

阿
南
市
短
歌
大
会

文
化
祭
大
会　
選

短
　
歌

市
長
賞
・
互
選
賞　
西
崎
ま
き
子

籾
を
の
み
藁
吐
き
進
む
コ
ン
バ
イ

ン
採
算
な
ど
も
吹
き
飛
ば
し
ゆ
く

議
長
賞　
　
　
　
　

松
島　

博
子

さ
わ
さ
わ
と
瑞
穂
の
風
の
子
守
唄

田
圃
の
中
の
あ
ざ
み
保
育
所

教
育
長
賞
・
互
選
賞
松
本
加
代
子

過
疎
と
な
る
集
落
に
続
く
風
の
野

に
番
人
の
ご
と
く
案
山
子
立
ち
を

り互
選
賞　
　
　
　
　

米
田　

啓
子

酷
暑
に
も
た
え
し
秋
茄
子
艶
ま
し

て
蛇
口
の
水
を
は
じ
い
て
光
る

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
賞

新
野
中
学
校

一
位　
　
　
　
　
　

田
中
雄
生
斗

帰
り
道
ど
ん
ぐ
り
一
つ
秋
一
つ
も

み
じ
も
一
つ
こ
の
葉
も
一
つ

二
位　
　
　
　
　
　

大
谷　

寧
々

窓
の
外
茶
色
の
風
が
吹
い
て
い
る

老
い
た
葉
っ
ぱ
は
空
へ
と
の
ぼ
る

三
位　
　
　
　
　
　

新
居
ま
ひ
ろ

澄
ん
だ
空
き
れ
い
に
広
が
る
鰯
雲

ど
こ
ま
で
見
て
も
つ
な
が
っ
て
い

る

四
位　
　
　
　
　
　

石
澤　

美
月

台
風
が
今
年
に
秋
を
連
れ
て
来
て

変
わ
る
よ
空
も
風
の
香
り
も

福
井
中
学
校

一
位　
　
　
　
　
　

青
木
健
太
郎

秋
に
な
り
変
わ
っ
て
い
く
よ
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

20日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

27日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00
中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

１月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

阿南市立図書館だより
１月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

休 休 休 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 蔵書点検による
特別休館日 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 休 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 休 休 休 ☆ 休 休 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　１月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00
　※第４木曜日はお休みです。 蔵書点検とは館内にある図書を１冊ずつ機械で読み込んで、

行方不明の図書がないか点検することです。期間中ご迷惑
をおかけしますが、ご理解・ご協力よろしくお願いします。
蔵書点検中の館は、本の貸出・返却・予約等すべての業務
が停止します。返却ポストも利用できません。
本を返却される場合は、開館している他の２館にお返しく
ださい。

蔵書点検による
特別休館日のお知らせ

羽ノ浦図書館　１月16日㈪～20日㈮
阿 南 図 書 館　１月23日㈪～27日㈮
那賀川図書館　１月30日㈪～２月３日㈮

外国語指導助手のギャリ―先生が英語の絵本を読んでくれたり、
手あそびをしてくれます。Let's enjoy English!!
日　　時　１月29日㈰　10:30～11:30
場　　所　阿南図書館３階　視聴覚室
プログラム　絵本シアター「どうぞのいす」　ほか
　　　　　ギャリ―先生のマジックショーもあるよ！

英語で楽しくおはなしひろば 入場無料
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

津峯神社・初詣ウオーク
日時　１月21日㈯　9:30～14:00
　　　※小雨決行
コース　大和の郷～見能林駅～三谷～津峯

神社（参拝、昼食）～阿波橘駅（見
能林町側から登り、津乃峰町側に
下る）

集合　9:30　大和の郷駐車場
　　　コース説明後出発
参加料　会員200円、一般300円
　　　　小学生以下無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

の写し
※傷害保険には加入していますが、保険適
用外の事故等は責任を負いません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

最低賃金、チェックです 　
徳島県最低賃金　時間額716円

特定最低賃金
発効日　平成28年12月21日
▶造作材・合板・建築用組立材料製造業
　時間額824円
▶はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業
　時間額857円
▶電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業
　時間額822円
問 徳島労働局労働基準部賃金室
　 （☎088－652－9165）へ

地域と共生する
杜のホスピタル文化活動

場所　杜のホスピタルＯＴホール
●初笑い
日時　１月６日㈮　14:00～
出演　落語家　桂　かい枝
●ピアノソロコンサート
日時　１月31日㈫　14:00～
出演　ピアノ　山本貴子
問 杜のホスピタル　リハ課
　 （☎22－0218）へ

平成29年度生南部テクノスクール
フリーコース　第２期募集

●塗装技術科（１年）
募集人員　14人程度
応募資格等　特になし
●自動車整備科（２年）
募集人員　４人程度
応募資格等　高卒以上

〈共通事項〉
申込期間　１月13日㈮まで
入校試験　２月１日㈬　10:00～
申込先　入校志望の県立テクノスクールま

たは各公共職業安定所
問 公共職業安定所または南部テクノス
クール（☎26－0250）へ

小学生～高校生のための
春休み海外研修交流事業 

日程　３月25日㈯～４月５日㈬
　　（９～11日間）※コースにより異なる
研修国　英国、豪州、カナダ、ニュージー

ランド、フィジー、カンボジア、
ネパール

対象　小学３年生から高校３年生の方まで
　　　※コースにより異なる
内容　ホームステイ、ボランティア、文化

交流、学校体験、英語研修、地域見
学、野外活動など

参加費　31万8,000円～47万8,000円
※１月25日㈬までにお申し込みの方は１
万円割引

申込締切日　２月３日㈮
問 （公財）国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9724）へ

所得税等の申告相談会場に
ついてのお知らせ

平成28年分の所得税および復興特別所得
税の申告相談会場は、阿南市商工業振興セ
ンター２階展示ホールになります。申告相
談の期間は、２月８日㈬から３月15日㈬
までです。（土、日、祝日を除く）受付時
間は、9:00から16:00までです。（混雑状
況によっては受付を早めに終了させていた
だく場合があります）
なお、平成28年分の所得税および復興特
別所得税、贈与税の申告期限は、３月15
日㈬、消費税および地方消費税（個人事業
者）の申告期限は３月31日㈮までですの
で、ご注意ください。
申告に来られた方の専用駐車場は案内図の
とおりです。駐車可能台数が少ないため、
できるだけ公共交通機関を利用してくださ
い。なお、昨年まで利用していただいた駐
車場は利用できませんのでご注意ください。
　　　　 　　　【案内図】
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駅
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駐 車 場
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ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

確定申告会場
（阿南市商工業振興
センター）２階

税務署へご提出いただく平成28年分以降
の所得税等の確定申告書には、マイナン
バー（個人番号）の記載が必要であるとと
もに、本人確認書類の提示または写しの添
付が必要になります。
〔本人確認書類の例〕
例①マイナンバーカード
例②通知カード＋運転免許証、公的医療保
険の被保険者証など

問 阿南税務署（☎22－0414）へ

親のための
心理学セミナー＆相談会
～子どもの結婚について～
日時　２月５日㈰　13:00～16:00
場所　ひまわり会館
講師　鳴門教育大学大学院教授
　　　浜崎隆司さん
申込　マリッサとくしままでメールまたは

ＦＡＸでお申し込みください。
▶順次イベントを準備しています。ぜひ、メ
ルマガ登録を（応援したい方も登録OK）

▶イベントを開催していただける応援企
業・団体募集！
▶婚活応援していただける協賛企業・団体
募集！
問マリッサとくしま（☎088－656－1002）へ
※月・火・金12:00～20:00、土・日・
祝10:00～18:00 マリッサとくしま 検索
https://www.msc-tokushima.jp/

新子景視
新春マジックショー

「しゃべくり007」等に出演し人気急上昇
中のマジシャンがWaンダーランドに登場。
衝撃の「ブレインダイブ」を体験してくだ
さい。
日時　１月９日㈷　①11:00～②14:00～
場所　福井町舟端１番地
※観覧無料
問 J パワー＆よんでんWaンダーランド
 　（☎34－3251）へ

羽ノ浦新春
凧揚げ大会

お正月は家族で凧揚げを
楽しもう！
日時　１月３日㈫　10:00～15:00
　　　※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第3緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
※耕作放棄地でおやじが作った、さつまい
もを焼いもにしてサービス。おいしいよ！

問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。３月号の締め切りは１月31日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　１月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集 

募集訓練科　
▶溶接加工科（６カ月）
訓練期間　３月１日㈬～８月30日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　１月４日㈬～２月６日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

小規模事業者が使いやすい
補助金が始まりました 

小規模事業者が商工会と一体となって経営
計画を作成し、販路開拓等の取組みを行う
費用に対して50万円（補助率３分の２）
までを上限に補助される「小規模事業者持
続化補助金」の申請が始まりました。
なお、併せて、賃上げ、雇用増、海外展開、
買物弱者対策に取り組む場合は上限100万
円までとなります。
申込締切日　１月27日㈮
事業実施期間　交付決定日～平成29年12

月31日
採択について　経営計画の内容等を専門家

が審査し、採択を決定。
※申請書の入手ならびに記載方法、補助金
の内容等くわしくは、お問い合わせくだ
さい。

問 那賀川町商工会（☎42－1772）また
は羽ノ浦町商工会（☎44－4858）へ

山橋衛二追悼パネル展
一緒に歩いている

一昨年10月３日、交通事故で亡くなった
山橋衛二さんと盲導犬ヴァルデスをしのぶ
パネル展です。盲導犬によって立ち直り、
物事に前向きになり、勇気を与えてくれた
その素晴らしさを知ってほしいと啓発活動
に積極的だった彼の想いを形にしました。
日時　１月５日㈭～22日㈰
※初日は10:00～、最終日は16:00まで
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー
問 （公財）徳島の盲導犬を育てる会
　 （☎088－625－7700）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職に繋がるパソコン講座

日本マイクロソフト株式会社と協働し、最新
のパソコンでエクセルの基本操作を学びます。
日時　１月17日㈫、18日㈬
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地　里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
対象　義務教育終了後、15歳から39歳ま

での無業の方
　　　※学生はご遠慮ください。
定員　5人
受講料　無料　
申込締切日　１月16日㈪
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

第２回あらたの・
はくすいマルシェ

焼八千枚供（１月21日）と平等寺本尊初
会式（１月22日）にあわせて下記要領に
てマルシェを開催いたします。
日時　１月21日㈯、22日㈰
　　　10:00～16:00
場所　平等寺境内付近
内容　駐車場：100台。新野ライスセンター

駐車場（駐車場から送迎のシャトル
バス有り） 出店：食品・菓子・雑貨
など、地域住民や移住者たちによる
40店舗を出店

問 平等寺（☎36－3522）へ

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）がサポート！
「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校、大学等
に入学・在学するお子さまをお持ちのご家
庭を対象とした公的な融資制度です。
ご融資額　お子さま１人につき350万円以内
金利　年1.81％
　　　※母子家庭の方などは年1.41％
　　　（平成28年11月10日現在）
ご返済期間　15年以内（母子家庭の方な

どは18年以内）
ホームページ　「国の教育ローン」で検索
問 教育ローンコールセンター（☎0570－
008656ナビダイヤル）または（☎03
－5321－8656）へ

健康とくしま“ウオーキングラリー”
阿南の町歩きを楽しんでメタボ・
ロコモ予防にノルディック・ウオーク
でチャレンジ2017　参加者募集
日時　２月12日㈰
　　　9:55～12:10（9:15受付）
集合場所　牛岐城趾公園
コース　牛岐城趾公園→富岡商店街→富岡

西公園→桑野川沿い→富岡西高等
学校→同裏山→牛岐城趾公園（約
５キロ）

参加費　500円（中学生以下無料）
　　　　スティックレンタル300円
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
（☎090－3782－4325、FAX088－642
－5003）へ

徳島県退職者連合南部地域協議会カルチャースクール受講生募集
対象　退職者の方であればどなたでも　　場所　富岡公民館

問 徳島県退職者連合南部地域協議会カルチャースクール事務局（☎28－6030）へ

講　　　　　座 曜　日 時　　　　　間
スマホ・タブレット／アンドロイド
基本操作コース

第１水曜 13:00 ～ 14:00
第３水曜 11:00 ～ 12:00

俳句を楽しむ 第２・４水曜 10:00 ～ 12:00
ヨガ 第１金曜 10:00 ～ 11:00

第３月曜 14:00 ～ 15:00
写経／般若心経入門 第１水曜 14:00 ～ 15:00

第３水曜 10:00 ～ 11:00
初めての朗読 第２水曜 13:00 ～ 15:00

第３月曜 10:00 ～ 12:00

スマホ・タブレット
第２金曜 10:00 ～ 11:00（アンドロイド）

11:00 ～ 12:00（iphone/ipad）
第３金曜 13:00 ～ 14:00（アンドロイド）

14:00 ～ 15:00（iphone/ipad）
英会話初級 第２火曜 10:00 ～ 11:00

第４火曜 14:00 ～ 15:00
パソコン教室 第２火曜 13:00 ～ 15:00

第４火曜 10:00 ～ 12:00

27　広報あ な ん 2017.01



婦人がん検診のお知らせ
今年度最後の集団検診です。
実施日　１月24日㈫
受付時間　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　ひまわり会館
検診内容　▶乳がん検診（要予約／保健セ

ンターへ）※順次予約が入って
いますので、予約状況は保健セ
ンターへお問い合わせください。
▶骨粗しょう症検診

問 保健センター（☎22－1590）へ

子宮頸がん・乳がん検診の無料
クーポン券の有効期限は２月末まで
※対象者の方には昨年の６月末頃に無料ク
ーポン券を郵送しています。受診の際に
持参してください。
クーポン券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

糖尿病講演会
～糖尿病シンポジウム～

日時　１月19日㈭　13:30～15:30
（受付13:00～）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容
■医師の講演　13:30～14:30
「腎臓病ってどんな病気？～糖尿病性腎症
から学ぶ～」
講師　玉眞病院　院長 神田光則さん
■管理栄養士の講演　14:30～15:00
「糖尿病を予防する食事療法～誰でも実行
できる日常の食生活から～」
講師　阿南天満クリニック
　　　管理栄養士 藤岡義光さん
■理学療法士の講演・実技　15:00～15:30
「糖尿病と運動療法～椅子を使った運動～」
講師　阿南天満クリニック
　　　理学療法士 平澤小百合さん
※入場無料、申込不要

問 保健センター（☎22－1590）へ

胃・肺がん検診のお知らせ

※予約をしている方を優先して受付します
が、申込みなしで当日受診することもでき
ます。検診日2週間前までに総合健診セン
ター(☎088－678－3557)へお申し込み
ください。

実施日 受付時間 場　　所 検診内容

１月31日
㈫

  8:00～11:00 ひまわり会館 胃がん・肺がん

13:00～14:00 長生公民館
肺がん

15:00～16:00 桑野公民館

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿南中央病院の小児科について

昨年の12月１日から阿南中央病院では小
児科を開設しました。
診療日　毎週月曜日、木曜日
　　　　9:00～12:00（受付は11:30まで）
場所　阿南中央病院（宝田町）
医師　上田医師（阿南共栄病院副院長）
診療内容　小児科外来

問 阿南中央病院（☎22－1313）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【１月の休館日】
５日㈭、６日㈮、10日㈫、16日㈪、
23日㈪、30日㈪
※１月１日㈷は午前7:00～営業します。

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操

今月のテーマ「いきいき百歳体操を
体験」

持参物　健康手帳（無い方は交付）

１月の日程 場　　　所

  6日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

10日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふれあい会館

11日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

16日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

17日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

18日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館上中分館

23日㈪
10:00～11:30 大 野 老人 憩いの家

13:30～15:00 橘 町 総合センター

24日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老人憩いの家

27日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

冬の感染症に備えましょう
★外出した後は、こまめに、ていねいに手
洗いをしましょう。
せっけんやハンドソープを使って、手の平
から手の甲、指の間や爪の間、手首までし
っかりと洗った後は、きれいなタオルなど
で十分にふき取りましょう。
★せき、くしゃみなどの症状がある時は、
マスクをし、せきエチケットを心掛けまし
ょう。
人に向かってせず、とっさに出そうな時は、
顔を反らして、ティッシュなどで口と鼻を
覆いましょう。
★栄養に気をつけバランスのよい食事をと
りましょう。
★睡眠を十分とり、体力をつけておきまし
ょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　１月19日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ
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１月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

11日㈬　園庭開放
12日㈭　お正月あそび
　　　　「羽子板を作ろう」
19日㈭　おはなしのポケット・身体計測
26日㈭　お誕生会
◇毎週火、木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

10日㈫　お正月あそび
12日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
17日㈫　みんなで踊ってあそぼう
19日㈭　子育て講座
24日㈫　豆まき用ます作り
31日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　3B体操
24日㈫　仁木助産師による子育て講座
31日㈫　お誕生会・豆まきあそび

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

●年始は１月６日㈮から開所します。

10日㈫　おはなしを聞こう
20日㈮　作って遊ぼう
27日㈮　子育て教室　10:30～

「離乳食から幼児食へ」
講師　徳島食育推進会
　　　栄養士　佐藤香代子さん

31日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
６日㈮、13日㈮、17日㈫、24日㈫

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

●年始は１月５日㈭から開所します。
（※＝要予約）
  6日㈮　高齢者とのふれあい食事会※
16日㈪　発育計測・健康相談
19日㈭　ミュージックケアー幼児※
23日㈪　発育計測
24日㈫　ミュージックケアー乳児※
25日㈬　お誕生会
26日㈭　歯のおはなし
27日㈮　おはなしコロリン
２月４日㈯に自衛隊でおもちつき・たこ揚
げ大会を予定しています。
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00～16:00

子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れて、ホッとできるところです。楽しく話
をして情報交換をしよう♪当日お越しくだ
さった方には、親子写真を撮影してプレゼ
ントさせていただきます♪
日時　１月12日㈭　10:00～11:00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
参加費　無料　※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ

子育てママの交流サロン

保育士によるべビマ☆免疫力をアップして、
丈夫な体作りをめざしましょう！
１～３月限定！プチオイル（400円相当）
プレゼント♪
日時　１月11日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
対象　生後２カ月～１歳ごろまでの親子５

組　
参加費　1,500円　※要予約
持参物　バスタオル１枚、
　　　　赤ちゃんの飲み物（母乳可）
問 RTA指定スクール　PLUS BABY　玉置
　 （☎090－2895－0224）へ

ママと赤ちゃんの
心と体がぽっかぽか
ベビーマッサージ教室

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
６日㈮、10日㈫、13日㈮、17日㈫、
27日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換、保健師さんによる計測
を行っています。
日時　１月26日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム
・不要になったチャイルドシートがあれば
お譲りください。

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

週末、ようやく休みになったと思い、居間
でゆっくりしていると「いつまでゴロゴロ
しているの。早く掃除を手伝ってよ」と、
つれあいから不満を浴びせられました。「せ
っかくの休みなのに。いつも命令ばっかり
なんだから…」などとブツブツ。その時、
ふと気づかされました。「夫婦も親子も一
緒だな」と。
私たちは、夫婦や親子のように人間関係が
密接になるほど、ついつい自分の気持ちを
正確に伝えず、相手の行動をとがめるよう
に言い、命令口調で事を済ませようとしが
ちなもの。
日本には、「以心伝心」という言葉があり、
人間関係が密接であれば「言葉で表さなく
ても、気持ちは伝わる」と思いがちです。
でも本当の気持ちを正しく伝えるには、言
葉ではっきり話すのが最も効果的であるこ
とを忘れてはいけません。
次号では、自分（親）の気持ちを相手（子
ども）に素直に伝え、相手（子ども）の行
動をよりよい方向に変化させる方法につい
て紹介します。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−以心伝心−

て ひ ろば育子
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①
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
に
参
加
し
て

　

市
内
の
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
阿
南

市
人
権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
に
参
加
し
て
、

９
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
が
参
加
し
て
い

る
中
野
島
小
学
校
の
子
ど
も
会
の
名
前
は
、

「
す
ぎ
な
子
ど
も
会
」
と
い
い
ま
す
。
人

権
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
会
は
、
平
成
16
年
に

市
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
共
に
学
び
、
解
決

で
き
る
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

 　

現
在
、
小
学
生
15
人
、
中
学
生
10
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
週
１
回
集
ま
っ
て

勉
強
を
し
た
り
、
年
間
行
事
の
お
祭
り
の

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団
講
師

　

加
美 

美
紀 

さ
ん

際
は
、
指
導
員
の
先
生
と
企
画
し
た
り
、
合

宿
な
ど
人
権
が
テ
ー
マ
に
な
る
時
は
、
日
ご

ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
皆
で
話
し
合

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
活
動
の
な
か
、
同
じ
目
的
を
も

っ
て
活
動
し
て
い
る
仲
間
同
士
の
き
ず
な
が

見
え
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
会
の
存
在
が
、

家
庭
以
外
の
子
ど
も
の
居
場
所
に
も
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

私
た
ち
保
護
者
の
願
い
は
、
子
ど
も
が
自

分
を
大
切
に
し
、
他
人
を
思
い
や
り
、
幸
せ

に
生
き
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
思
い
が
つ

な
が
る
こ
と
で
住
み
や
す
く
、
人
権
を
大
切

に
す
る
町
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
保
護
者
は
子
ど
も
た
ち
に
人

権
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
し

か
し
、
人
権
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
知
識

が
乏
し
く
、
時
間
や
機
会
が
少
な
い
保
護
者

が
大
半
で
す
が
、
保
護
者
の
力
不
足
を
小
学

校
や
中
学
校
の
先
生
方
が
積
極
的
に
補
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
や
指
導
員
の
先

生
の
負
担
で
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
な
子
ど

も
会
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
保
護
者

も
子
ど
も
会
の
存
在
す
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
理
解
し
、
今
後
も
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
と

い
う
事　

　

子
ど
も
会
の
保
護
者
会
会
長
を
し
て
い

た
こ
ろ
、
ま
ず
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
人

権
学
習
を
保
護
者
や
地
域
の
人
が
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
、
よ
く
当
時
の

校
長
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
玄
関
に
「
つ
ね
に
君
ら
し
く

あ
れ　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
た
じ
ろ
が
ず
」

と
大
き
く
書
い
た
文
字
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
校
長
先
生
が
「
こ
の
言
葉
を
ど
う
思

い
ま
す
か
？
」
と
よ
く
問
わ
れ
た
言
葉
で

す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
こ
う
理
解
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
起

こ
っ
た
問
題
に
自
ら
取
り
組
み
、
た
と
え

一
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
個
人
の
考
え
と

し
て
自
信
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
言
葉
だ
と
。

　

教
え
ら
れ
た
こ
と
で
無
く
、
自
分
で
掴

ん
だ
答
え
は
自
信
に
な
り
、
た
と
え
間
違

っ
て
い
た
と
し
て
も
、
自
分
の
経
験
と
し

て
納
得
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

勉
強
・
進
路
・
人
間
関
係
と
悩
み
は
い

ろ
い
ろ
で
す
が
、
ま
ず
自
分
の
考
え
は
ど

う
な
の
か
、
自
分
に
問
い
続
け
、
不
安
で

も
一
歩
前
に
ふ
み
出
し
て
ほ
し
い
。
私
自

身
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
付
け
た
個
人
の
力
が
、

こ
れ
か
ら
出
会
う
か
も
し
れ
な
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
立
ち
向
か
え
る
力
の

基
礎
に
な
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

③
次
の
世
代
へ

　

子
ど
も
の
頃
、
学
習
会
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
自
分
自
身
の
人
権
課
題
と
し
て
、

一
つ
の
人
権
問
題
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
が
、
今
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

問
題
に
よ
れ
ば
、
差
別
す
る
側
の
立
場

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
気
付
く
努
力
を
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
小
さ
い
時
か
ら
同
和
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
学
習
会
は
、
大
切
な
仲
間
が
い
て
、

地
域
の
人
と
人
権
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

厳
し
く
て
、
あ
た
た
か
い
、
家
庭
以
外
の

自
分
た
ち
の
居
場
所
で
し
た
。

　

私
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決

し
て
い
く
上
で
の
、
す
べ
て
の
要
素
が
詰

ま
っ
て
い
た
こ
の
環
境
を
次
の
世
代
に
も

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
の
歴
史
か
ら
先
人
た
ち
が

取
り
組
ん
だ
運
動
や
知
恵
や
工
夫
、
そ
の

裏
に
あ
る
熱
い
思
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

活
動
し
て
い
る
先
輩
方
を
見
習
い
、
私
も

一
歩
ふ
み
出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、一
歩
前
へ

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒄

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
2日 島 内 科 眼 科 医 院 富 岡 町 ☎22−1147
3日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334
8日 是 松 医 院 津乃峰町 ☎27−0316
9日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

15日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
22日 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町 ☎44−6111
29日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

１月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設１月の休館日
サンアリーナ 1・2・3・10・16・23・30日
那賀川スポーツセンター 1・2・3・4・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 1・2・3・10・16・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・2・3・10・16・23・30日
県南部健康運動公園 1・2・3・10・17・24・31日

１月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

新年明けましておめでとうございます。「一年の計は元旦にあり」。皆さまは、どんな目標を立てられたのでしょうか。私は、魅力いっ
ぱいの阿南市をお伝えするため、写真撮影の腕を上げること。とりあえず初日の出を撮影に行って来ます。晴れるといいな。（谷内）
昨年は、取材先で地域の方との交流などを通して感じた阿南市の魅力をお伝えするべく、奔走してまいりました。あっという間に時は
過ぎ、新しい年の幕開けです。広報担当者として必要な知識やスキルを磨くことはもちろん、人とのつながりを大切に今年もがんばり
ます。（藤井）

編集室の

窓

１月の市税
■国民健康保険税（第８期）
　納期限は、１月31日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  29日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

１月の相談

法律相談（要予約） ５日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 10日㈫、24日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 16日㈪、23日㈪、30日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日 10・17・24・31日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 12 日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※２月の相談日はありません。

人口と世帯数

人　口　75,002 人 （−52）
（男）	36,240 人 （−26）
（女）	38,762 人 （−26）
世帯数　30,698世帯（−10）
※平成28年11月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　63,086人
（男）	　30,241人
（女）	　32,845人

※平成28年12月２日現在
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「
人
権
を
大
切
に
し
、
共
に
助
け
合
う
ふ

る
さ
と
福
井
」
を
テ
ー
マ
に
、「
福
井
町
ふ

る
さ
と
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
毎
年
10

月
下
旬
に
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
町
民
が
集
い
、
人
権
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
交
流
す
る
催
し
で
、
毎
回
多
数

の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
昨
年
の
開
催
で
18
回
目

を
迎
え
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
保
育
所
、
小
・
中
学
校
、

教
育
集
会
所
、
婦
人
会
な
ど
の
各
種
団
体
が

参
加
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
来
場

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
く
。
福
井
中
学
校
人
権
劇

の
上
演
を
は
じ
め
、
小
学
校
児
童
に
よ
る
地

元
特
産
の
竹
太
鼓
の
演
舞
、
保
育
所
園
児
の

手
話
を
交
え
た
歌
、
福
井
歌
お
う
会
の
合
唱

な
ど
、
人
権
尊
重
の
思
い
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

心
に
響
い
て
く
る
。
町
外
か
ら
も
、
福
祉
施

設
の
手
作
り
の
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
が
出
店
さ

れ
、「
友
遊
く
ら
ぶ
」
の
車
椅
子
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
る
な
ど
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の
き
っ
か
け
は
、

福
井
中
学
校
が
実
施
し
て
い
た
「
集
会
所
合

宿
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
同
和
問
題
に

■
発
行
／
平
成
29年

（
2017年

）
1月
1日
　【
702号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

city.anan.tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.anan.tokushim

a.jp/
広

報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第126回

福井町ふるさと人権フェスティバル

つ
い
て
知
り
学
ぶ
こ
と
が
、
全
て
の
人
権
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
」
と
の
思
い
か
ら
始
ま

っ
た
。
教
育
集
会
所
で
泊
ま
り
、
人
権
に
つ

い
て
学
び
語
り
あ
っ
た
。
こ
の
取
組
を
町
内

全
体
に
広
げ
て
い
こ
う
と
、
教
育
集
会
所
で

町
あ
げ
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
と
な
っ

た
。
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
準
備
か
ら
運

営
、
片
付
け
ま
で
町
民
が
協
力
し
て
行
っ
た
。

特
に
、
人
権
標
語
を
つ
る
し
た
提
灯
を
、
教

育
集
会
所
か
ら
福
井
公
民
館
ま
で
の
道
沿
い

に
飾
っ
た
。
提
灯
の
明
か
り
は
、
ま
ち
の
夜

を
照
ら
し
、
人
権
問
題
解
決
へ
の
希
望
の
灯と

も

火し
び

の
よ
う
だ
っ
た
。
駐
車
場
の
確
保
や
多
機

能
ト
イ
レ
の
必
要
が
あ
り
、
会
場
は
福
井
町

総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
た
が
、
開
催
当
初
の

熱
い
思
い
は
毎
回
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
阿
波
踊
り
で
は
、
踊

り
の
連
の
中
へ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

踊
り
込
み
、
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
踊
る
。

そ
こ
に
は
、「
人
間
は
み
ん
な
一
緒
だ
。
町

民
一
体
と
な
ろ
う
よ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
町
民
の
拠
り
所

と
な
っ
て
い
る
福
井
町
ふ
る
さ
と
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。
人
々
の
心
に
人
権
尊
重
と
い

う
花
を
咲
か
せ
続
け
て
い
る
。
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